じ やない か、 だから、 五十から 引く 一 で、 四十 九 回さ」 

「なるほど、 そう 云えば …… 」 

しじゅう くがい 

「そう 云わなくても 四十 九 回、 始終 苦界 さ。 そこで こ 

の 機会に 於て、 遺言 代りに、 子沢山の 子供の 上 を 案じ 

て やって るんだ ぁナ」 

えんぎ 

「まあ、 およしな さいよ、 遺言なん て、 縁起で もない 

つ るかめ つるかめ 

鳥 ana 鳥 MQ I 

「お前 は 実によ く 産んだ ね、 オイば あさん。 ちょいと 

はん ダ— ス 

六 人 だ。 六 人と 云 や あ 半 打 だ。 これが モルモット 

だって 六 匹函の 中へ 入れて みろ、 騒ぎ だぜ」 

き い ちろう 

「や あ、 お父さん、 お帰りなさい」 長男の 黄 一 郎が 入つ 



なんだから ねえ」 

お 妻 は、 いい 機嫌で 室 を 出て 行った。 

「お父さん、 今日はお 芽 出とう 御座います」 

「うん、 ありがとう」 

「きょうは、 店 を 頼んで、 三人 一緒に、 早く 出て きま 

した」 

「おお、 そうかい」 

にぎ や 

「久しぶりに、 モルモットが 皆 集まって 賑 かに、 御馳 

走になります」 

「うん、 II 」 

長 造 は 何 か 別の こと を 考えて いる 様子だった。 黄 一 



「別に 心配 はない よう だ。 今度、 演習に 出かける と 

云った。 ばあさんに は、 なんだか、 軍艦の ついた 帛紗 

をよ こし、 皆で 喰えと 云って、 ，. 錨 せんべいの、 でかい 

缶 を 送って 来たので 驚いた よ。 いずれ 後で 出して くる 

だろう」 

「そり やい よいよ 感心です ね」 

「うちのば あさん は、 これ は 清 二に しちや 変 だと 云つ 

なみだ 

て 泪ぐ むし、 みどり は みどりで、 どうも 気味が わるく 

て 喰べ られ ない というし サ、 わしゃ、 呶 鳴りつ けて やつ 

た。 折角 買って よこした のに 喜んでも やらね えと 云つ 

てナ」 



「なるほど、 多少 変です かね」 

I 尤も、 紅 子と 素 六と は、 清 兄さん も 話せる ように 

なった、 だが これ は 日頃の 罪滅ぼしの 心算なん だろう、 

なんて 減らず口 を 叩きながら、 盛んに ポリ ポリ やって 

たよう だ」 

「清 二 は 乱暴な ところが あるが、 根 はやさし い 男です 

よ」 

「そうかな、 お前 もそう 思う かい。 だが 潜水艦 乗り を 

志願す るよう なと ころ は、 無茶 じ やない かい。 後で 聞 

くと、 飛行機 乗りと 潜水艦 乗りと は、 お 嫁の 来 手が な 

リ ようお ぉぜ き 

い 両 大関で、 このごろ は 飛行機 乗り は 安全 だとい う 



「お 父 様 も、 兄ち やん も、 あっちへ 来て 下さいって、 

御 膳が できた から サ」 

「そうか、 じ やお 父 様、 参りましょう」 黄 一郎 は、 腰 

を 起して、 父親 を 促した。 

「う ン、 —— よつ こらしよ い」 と 長 造 は 煙管 を ボンと 

一 つ、 長火鉢の 角で 叩く と、 立ち上った。 「今日は 下町 

をぐ るッと 廻って 大変だった よ。 品物が 動かん ね、 お 

前の 方の 店 はどう だい」 

「駄目です ね。 新 宿が 近いので すが、 よくありません 

ね。 寧ろ 甲府 方面へ 出ます。 この 鼻緒 商 1i も、 不景気 

知らず の 昔と は、 大分 違って 来たよう です ね」 



「お 父 様、 そり や、 お 酒の せいです よ」 黄 一郎が おか 

しそうに 口を出した。 

「ほんと にね」 お 妻が 同意して 云った。 「あなた、 この 

頃、 ちと 晩酌が 過ぎます よ」 

ば か せっかく くんじ ききめ 

「莫迦 ッ。 折角の 訓辞が、 効目な しに、 なつち まった 

さかずき 

じ やない か！」 口のと ころへ 持って ゆきかけ た 盃 を 

途中で 停めて、 長 造 は 破顔した。 

「は ッまッ t6」 

r ヽヽ ヽヽ ヽ ■ 

「ま ッまッ ま」 

はなばたけ 

それに 釣り こまれて、 一座 は 花畑の ように 笑い こ 



手伝っても らいたい もの も あるんだ が …… 」 黄 一郎が、 

兄ら しい 心配 をして、 引きよ せて 意見 をしょう という 

心ら しかった。 

「このごろ、 ずっと、 忙し いんです よ、 兄さん」 弦 三 は、 

ことわ 

はっき リ 断った。 

「なにが、 そんなに 忙し いんだい」 父親が、 痛い とこ 

ろへ 触られた ように 喚いた。 

「工場が 忙が しいんです」 

き いっこ-つ 

「工場が 忙 がしい？ お前の 仲間に 訊いたら、 一向 忙 

しくない つ て 云って たぜ」 

「お父さん、 僕 だけ、 忙しい こと を やって いるんで す 



にで も 呉れて やれ、 あいつ、 野球の マスクが 欲しい つ 

てね だってい たよう だから 丁度い い」 

や つ き 

「野球の マスクと 違います よ、 お父さん」 弦 三 は 躍起 

こうべ ん 

になって 抗弁した のだった。 「いまに 日本が 外国と 戦 

争す るよう になる とこの 瓦斯 マスクが、 是非 必要に な 

るんで す。 東京 巿 なんか、 敵国の 爆撃機が 飛んで きて、 

トン おと 

たった 五噸の 爆弾 を墜 せば、 それでもう、 大震災のと 

しょ-つど 

きのよう な 焼 土になる ん です。 そのと き 敵の 飛行機 は、 

きっと 毒 瓦斯 を 投げつ けて ゆきます。 この 瓦斯 マスク 

の 無い 人 は、 非常に 危険です。 お父さん は、 家で 一 番 

大事な 人 だから 第 一番に、 これ を 作って あげたん です 



きいちろ-つ よこあい 

たの かい」 黄 一郎が、 横 合から 口を出した。 

弦 三 は、 黙って 点 いた。 

「瓦斯 マスク なんて ゴムで 作って あるから 永く 置いて 

あると、 ボロボ 口にな つて、 いざと いうと きに 役に立 

もう 

たな いんだ ぜ。 どうせ ゴム 商売で 儲けようと 云 うん 

だったら、 マスクよりも 矢張り ゴム 靴の 方が いいと 思 

うね」 

うら 

「儲けなん か、 どうで もい いのです」 弦 三 は 恨めし そ 

うに 兄 を 見上げた。 「いまに 東京が 空襲 さ れ たら 大騒 

ぎになる から、 巿民 いや 日本国民 のために、 瓦斯 マス 

クの 研究が 大事なん です」 



で 来たの だった。 

「大変です よ、 お 父 さま。 ラジオが、 今、 臨時 ニュ— 

スを やつ ています つ て！」 

「なに、 臨時 二 ュ ー スだ つ て？」 

-っ しろ 

「背後の 受信機の スィッチ を 入れて 下さい。 また 

上海 事変です つて！」 

「また 上海 事変 だって？」 

こうせいき 

長 造 は、 床の間に 置いて ある 高声 器の プラグ を 入れ 

た。 ブ ー ンと 唸って、 高声 器に、 電気が きた。 

「では、 もう 一 度、 くりかえして 申し上げます」 高声 

器の 中から、 杉 内 アナ ゥンサ —の 声が 聞こえた。 その 



約 十 名より なる 一 団に 襲撃され、 軽機関銃 を 窓越しに 

乱射され、 総領事 は 全身 蜂の巣の ように 弾丸 を 打ち こ 

まれ、 朱に 染まって 即死し、 同乗して 居りました ェ藤 

書記長、 小 柳 秘書 及び 相 沢 運転手の 三人 も 同様 即死い 

きょうぎ ぼうがい 

たしました。 兇行の 目的 は、 協議 妨害に ある こと は 

あ き ら 

明かであります。 以上。 

きょりゅうぼう じん げっこう 

次 は 居留 邦人 の 激昂のお 話。 

この 報 至る や、 居留 邦人 は 非常に 激昴 しまして、 其 

の 場に 於て、 決死 団を 組織し、 暴行 団員が 引上げた と 

思われる 共同 租界 内の ホテル . ス ー シ ー を 包囲した 

揚句、 遂に 窓 硝子 を 破壊し、 団員 四 名 を 射殺し、 一 名 



を 捕虜と いたしました。 他 は 其 場より 遁走いた しまし 

た。 これに 対して 〇 国人 側 も 非常に 怒り、 復謦を 誓つ 

がぜん 

て、 唯今 準備中であります。 両国の 外交問題 は、 俄然 

けんあく 

険悪と なりました。 以上。 

なお 

尚 追加 二 ュ ー スが ある 害で ございま すから、 この 次 

は、 どうぞ 八 時 三十 分 をお 待ち 下さい まし。 JOAKJ 

アナ ゥンサ ー の 声 は、 高声 器の なかに 消えた。 一 座 

は 急に ざわめき 立った。 

まっさき わめ 

「えらい ことにな つたね」 黄 一 郎が真 先に 喚いた。 「こ 

ちょっと 

れは 鳥渡 解決し ません ぜ」 

「また 戦争 かい」 母親が 心配そう に 云った。 



像の ように 黙りこくって 仕舞った。 

下田 家の 奥座敷に は、 先刻と はまる で異 つた 空気が 

流れ こんだ ように 思われた。 誰も それ を 口に 出して は 

云わなかった が、 一座の 家族の 背筋に なに かこう ヒャ 

リ とする ものが 感ぜられる のだった。 

ふきつ よかん 

不吉な 予感 …… 

強いて 説明 をつ ける と、 それに 近い ものだった。 



我が 潜水艦の 行方 

こ つ こうだん ぜ つ 

—— 遂に 国交 断絶. 



横 須賀の 軍港 を 出てから、 もう 二 旬に 近い 日数が 

流れた。 

清 二の 乗組んだ 潜水艦 伊 号 一 〇 一が、 出航 命令 をう 

け、 僚艦の 一 〇 二 及び 一 〇 三と、 直線 隊形 をと つて、 

太平洋に 乗 出した の は 正確に 云えば 四月 三日の こと 

だった。 伊豆 沖まで 来たと きに、 三 艦 は、 予定のと お 

リ、 隊形 を 解き、 各 艦 は 僚艦に それぞれ 別れの 挨拶 を 

取 交わして、 ここに、 別々 の 行動 をと る ことにな つた- 

い つもで あると、 訣別に 際し、 各 艦 は 水平線 上に 浮 



かった。 彼 は 上官の 命令 を 守る について 不服 はな かつ 

ひ こと 

たけれ ど、 一 と 言で もよ いから、 出動 方面 を 教えても 

すいぎゅう ずうたい 

らいたかった。 水牛の ように 大きな 図体 を もった 艦 

き 

長の 胸の なか を、 一 センチ ほど、 截リ ひらいて みたかつ 

た。 

じくし ゆ ひんぴん 

舳 手のと ころへ は、 なに か頻々 と、 命令が 下されて 

いるの が エンジンの 響きの 間から 聞こえた が、 何ん な 

種類の 命令 だか 判らな か つ た。 

だが、 間もなく ジ— ゼル • エンジンが ぴたりと 停つ 

て、 清 二の 居る 電動機 室が 急に、 忙しくな つた。 

r 界磁 抵抗 開放 用意！」 



伝声管から、 伝令の 太い 声が、 聞こえた。 

清 二 は、 開閉器の 一 つ を グッと 押し、 抵抗器の 丸い 

ハンドル を 握った。 そして いつでも 廻され るよう に 

りょうひじ 

両肘 を 左右 一 杯に 開いた。 

r 界磁 抵抗 開放 用意よ し！」 

真鍮の 喇叭 口の 中に、 思いき り呶 鳴り こんだ。 

「開放 徐々 に 始め！」 

推進機に 歯車 結合され た 電動機の 呻り は、 次第に 

高くな つて 行った。 艦 体が、 明かに、 グッと 下方に 傾 

斜 したの が 判った。 深度 計の 指針が 静かに 右方へ 廻り 

だした。 



「十メ ー トル、 十五 メ ー トル、 …… 」 

深度 計の 指針 は、 それでも まだ、 ダッグ ッと 同じ 方 

向に 傾いて 行った。 

艦 底 〔# 「艦 底」 は 底本で は 「海底 匕 の 海水 出入 孔は、 

全開の まま、 ドン ドンと 海水 を 艦 内に 呑み こんでいる 

らしかった。 

このままで は 海底 にド シンと 衝突 か るば かりだと 思 

われた。 清 二 は、 界磁 抵抗の ハンドル を、 全開の 位置 

に 保持した まま、 早く 元への 命令が 来れば よいが と、 

気 を 焦 せらせた のだった。 疑い もな く、 唯今の 状態 は、 

ぜんそく りょく ちんこう 

全速力 沈降 を 続けて いるものであって、 海岸 を十キ 



に 出して、 深呼吸 をさせる ばかりが 目的で あると しか 

思えなかった。 だが その 目的 も 充分に は 達せられな 

かった ようだった。 というの は、 なに か 見える だろう 

と 喜び i 力んで 甲板に 出て みても、 いつも 周囲 は 真暗な 

洋上で、 灯台の 灯 も 見えなかった。 或る 晚は、 銀 砂 を 

撒いた ように 星が 出て いたし、 また 或る 夜はボ ッボッ 

と、 冷い 雨が 頰の辺 を 打った、 それが 一 番 著しい 変化 

だった。 長大息 を 一 つす ると、 もう 昇降口から、 艦 内 

へ 呼び戻される という 次第 だ つ た。 

夜間の 航行 は、 実に 骨が折れた。 艦長 は、 精密な 時 

計と、 水中 聴音機と を 睨みながら、 或ると き は 全速力 



が、 渦 を 巻いて いた。 

わが 日本の 上海 駐在の 総領事 惨殺 事件と、 その あ 

とに 続いた 在留邦人の 復謦 事件と は、 一 と 先ずお 互の 

官憲の 手に よって 鎮まった。 だが それ は 無論、 表面 だ 

けの ことであった。 東京と、 華府 との ニケ 所では、 政 

ひんぱん 

府 当局と 相手 国の 全権大使 とが、 頻繁に 往復した。 外 

交 文書 に は、 次第に 薄 気味 の わるい 言葉が 織り こまれ 

て 行った。 お 互，' の 国の 名誉と 権益の ために、 往復 文 

書に は、 強い 意識が 盛られて いった。 

その外 交戦の 直ぐ 裏で は、 日米 両国の 戦備が、 驚く 

べき 速度と 量と 形と に 於て、 進められて 行った。 鉄工 



場に は、 官設と いわず、 民間 会社と 云わず、 三千 度の 

溶鉱炉が 真 赤に 燃え、 ニュ ー マティック. ハン マ ー が 

しゃくて つ せんぱん きょうかん 

灼鉄 を 叩き 続け、 旋盤が 叫喚 に 似た 音 をた てて 同じ 

形の 軍器 部分品 を 削り あげて 行った。 

東京の 街角に は、 たった 一日の 間に、 千 本 針の 腹 巻 

にょにん たち むらが 

を 通行の 女人 達に 求める 出征 兵士の 家族が 群り でて、 

街の 形 を、 変えて しまった。 だが 其の 腹 巻の 多く は、 

間に合わなかった のだった。 それ は 通行の 女人 達が、 

不熱心な わけで は 無く、 東京 に 属す る 師団の 動員が 、 

余りに 速かった ので ある。 

或る 者 は、 交番の 前に、 青物の 車 を 置いた まま、 



るので はない かと、 心配に なるほど あとから あとへ と、 

出征 列車が 繰り こんで きたの だった。 

帝都の 辻々 に 貼り 出される 号外の ビラ は、 次第に 大 

せんけつ 

きさ を 加え、 鮮血で 描いた ような 〇〇 が、 二百 万の 巿 

ことごと てつ べん さら 

民 を、 悉 く 緊張の 天頂へ、 攫い あげた。 ラジオの 高 

声 器 は 臨時 ニュ ー ス また 臨時 ニュ ー スで、 早朝から 真 

夜中まで、 ワンワンと 喚き 散らして いた。 

そして 遂に、 其の 日 は 来た。 

昭和 十 X 年 五月 一日、 日米の 国交 は 断絶した。 

両国の 大使館 員 は、 駐在 国の 首都 を 退京した。 

おご そ しょうちょく 

同時に、 厳かな 宣戦の 詔勅が 下った。 



東京 巿民 は、 血走った 眼 を、 宣戦布告の 号外の 上に、 

幾度と なく 走らせた。 彼等 は、 同じ 文句 を 読み かえし 

て 行く 度 毎 に、 まるで 別な 新しい 号外 を 読む ような 気 

がした。 

「太平洋戦争 だ！」 

「いよいよ 日米 開戦 だ！」 

宣戦布告が あると、 新聞 や ラジオの 二 ュ ー スの 内容 

は 一 変した のだった。 

「米国の 太平洋 艦隊 は、 今や 大西洋 艦隊の 廻航を 待ち 

て 之に 合せん とし、 其の 主力艦 は 既に 布 哇パ— ル湾 〔# 

「パ ー ル湾」 は 底本で は 「ハ ー ル湾匕 に 集結 を 了したり 



との 報 あり！」 

「布哇 の 日系米人、 騒がず」 

メキシコ はんぐん せま 

「墨 西哥の 首都 附近に、 叛軍 迫る、 一 両日 中に、 ク— 

デタ ー 起る ものと 予測 さる」 

「英、 仏 両国 は 中立 を 宣言す」 

「注目すべき レニ ングラ ー ドの 反政府 運動」 

「中華民国 も 一 と 先ず 中立 宣言 か」 

r 上海 に 市街戦 起る、 〇〇 師団、 先ず 火蓋 を 切る。 来 

国 空軍 は 杭 州 地方に 集結」 

東京 市民 は、 我が 軍に 関する ニュ ー スの少 いのに 不 

満 であった、 それ は 恐らく、 全国民の 不満で あるに 違 



いなかった。 ことに、 太平洋 方面に 戦機 を覘 つてい 

る 害の、 帝国 海軍の 行動に ついて、 一行の ニュ ー スも 

な いの を 物足りなく 思 つ た。 

どこから ともなく、 流言が 伝わり 出した。 東京 巿 

民の 顔に は 不安の 色が、 次第に ありあり と 現われて 来 

た。 誰し も、 同じような 云いたい こと を 持って いたが、 

云い 出す のが 恐ろしくて、 互に 押 黙って いた。 

おさ ぜっちょう 

国民の 不安が、 もう 抑え きれない 程、 絶頂に のぼり 

つめたと 思われた 其の 日の 夜、 東京で は、 JOAK か 

ら、 実に 意外な 臨時 ニュ ー スの 放送が あった。 



けいかい かんせい い 

警戒 管制 出ず！ 

あたごやま 

JOAK の ある 愛宕山 は、 東京の 中心、 丸の 内 を、 

僅かに 南に 寄った ところに 在った。 それ は 山と いう ほ 

ど 高い もので はない。 下から 石段 を 登って ゆく と、 

さんちょう 

ザ ッと百 段 目ぐ らい を 数える 頃、 山頂の 愛宕 神社の 

まリぐ リ 

前に 着く のだった。 毬栗 を 半分に 切って、 ソッと 東京 

巿の 上に 置いた ような 此の 愛宕山の 頂 き は 平らかで、 

公園 ベンチが あちこちに 並び、 そこから は、 東京 全市 



はもち ろん のこと、 お天気の よい 日に は 肉眼で でも、 

ぼうそう はんとう 

房 総 半島が ハツ キリ 見えた。 「五分 間 十 銭」 の 木 札 を 

ぶらさげた 貸し 望遠鏡に は、 い つもなら 東京 見物の 衆 

が、 おかしな 腰 付で 嚙り ついていた 害だった。 しかし、 

今日ば かり は、 そんな 長閑な 光景 は 見えず、 貸し 望遠 

鏡 は どこかへ 姿 を 隠し、 その 位置に は 代りあって、 精 

そ つ > 1 う-き た いくうし やけき さんて いき 

巧 を 誇る 測 高 器と 対空射撃 算定 器と が、 が つ しりした 

さ ん きゃく ささ へだ 

三脚 の 上に 支えられ、 それから やや 距 つたと ころに は、 

力な あみ 力 J 

巨大な 高射砲が 金網 を 被り、 夕 暗が 次第に 濃くな つ て 

くる 帝都の 空の 一 角 を 睨んで いた。 

「少尉 殿」 突然 叫んだ の は 算定 器の 照準 手で ある 



まで も 消えなかった。 少尉 はス タス タと、 社殿の 脇へ 

うしろ おお ラッパ たば 

入って 行った。 その 背後に 大 喇叭 を 束に して、 天に 向 

けたよう な 聴音器が 据えつ けられて いたの だ つ た。 夜 

に 入る と、 この 聴音器 だけが、 飛行機の 在処を 云い あ 

てた。 

「J、 o、 A、 K ！」 

そび 

神社の 隣り に 聳え 立った、 JOAK の 空中線 鉄塔の 

あたりから、 アナ ゥンサ ー の 声が 大きく 響いた。 

だんやくば こ そば うずくま 

弾薬 函の 傍に 跼 つてい る 兵士の 群 は、 声の する 鉄 

塔 を 見上げた。 鉄塔 を 五メ— トルば かり 登った ところ 

に、 真黒な 函 みたい な ものが あるの が、 薄明り のうち 



に 認められ たが、 あれが、 声の 出て くる 高声 器なん だ 

ろうと 思 つ た。 

本物の 杉 内 アナ ゥンサ ー は、 鉄塔の 向う に 見える 

おご そ 

厳かな JOAK ビルの 中に いた。 スタディ ォの、 黄 

色 い 灯 洩れ る 窓 を 通し て 、 彼氏の 短く I 別り- J んだ 頭が 

見えて いた。 

「唯今から 午後 六 時の 子供さん のお 時間で ございます 

が …… 」 

と 云った は 云った が、 流石に 老練な アナ ゥンサ ー も、 

これから 放送しょう とする 事項の 重大性 を 考えて、 そ 

つばき の 

こで ゴクリ と 唾 を嚥 みこんだ。 



「 …… ェェ、 当 放送局 は、 時局 切迫の ため、 陸軍省 令 

第五 七 〇 九 号に よりまして この 時間から、 東京 警備 司 

令 部の 手に 移る ことと なりました。 随 つて 既に 発表 

しました プログラム は、 すべて 中止と なりました ので 

あしからず 御 承知 を 願います。 それで は 唯今より、 東 

京 警備 司令官 別府 大将 の 布告が ， 、- j ざいます」 

うやう や 

杉 内 アナ ゥンサ ー は、 マイクロフォンの 前で、 恭々 

しく 一礼 をして 下った。 すると 反対の 側から、 年の 頃 

むそじ くちひげ 

は 六十路 を 二 つ 三 つ 越えた と 思われる 半白の 口髭と 

あごひげ リ リ 

頤髯、 凛々 しい 将軍が、 六尺 豊かの 長身 を、 静かに マ 

イク 口 フォンに 近づけた。 



撃に よって 相当の 被害 あるべく、 又 非常時に 際して 

リゅ うげん ひ. - J てきぎ 

種々 の 流言 蜜 語 あらん も、 国民 は 始終 冷静に 適宜の 行 

動 をと る ことによ りて 其の 被害 程度 を 縮 少し、 空襲 怖 

るるに 足らずとの 自信 を 持ち 得る ものと 確！! a する。 

徒ら なる 狼狽 は、 国難 をして 遂に 収拾す ベから ざ 

る 状態に 導く ものである。 皇国の k 廃 は 諸君の 双肩に 

懸 れリ、 それ 奮闘 努力せ よ。 右 布告す。 昭和 十 X 年 五 

月 十日。 東京 警備 司令官 陸軍 大将 別府 九州 造」 

JOAK が 聞え る 五十 キロの 範囲の 住民た ち は、 こ 

の 布告 を 聴く と、 老いた る も 若き も、 共に サッと 顔色 

を 変えた。 



ざいごうぐんじんかい 

警戒 管制が 敷かれる と、 訓練され た 在郷軍人会、 青 

年団、 ボ— ィ • スカウト は、 直ちに 出動した。 

ひゃく や は 

一番 目覚ましい 飛躍 を 伝えられ たの は、 矢張り、 光 

よ あ-さく さ 

の 世界と 称 ばれて いる 東京 は 下町の、 浅 草 区だった と 

いう。 

そろく 

「おい 素 六、 どこへ 行く？」 

はな かわ ど はなお どん や 

店の 前まで 来たと きに、 花 川 戸の 鼻緒 問屋の 主人 

しも だちょう ぞう あわ 

下田 長 造は遽 てて 艇 けだす 三男の 素 六 を 認めた ので、 

ィ キナリ 声をかけた のだった。 

「あ、 お父さん」 ボ ー ィ • スカウトの 服装に 身 を 固め 

おもて かがや たちどま 

た 素 六 は、 緊張の 面 を 輝かせて、 立 止った。 「いよい 



よ 警戒 管制が 出ました から、 僕 働いて きます！」 

「なに、 警戒 管制！」 長 造 は 目をパ チクリと した。 「警 

戒 管制て なんだい」 

「いや だな ァ、 お父さん は」 少年 は 体 をく の 字に 曲げ 

て 慨歎した のだった。 「警戒 管制ての は、 敵の 飛行機 

が 東京の 上空に やって来て、 街の 明るい 電灯 を 見る と、 

はは ァ 此の 下が 東京 巿だ なと 知る でしよう。 そこで 爆 

弾をボ ン ボンお つ， J とすから、 大変な ことに、 なつち や 

う。 だから 空襲の ときには、 電灯 をす つかり 消して、 

山 だか 海 だか、 判らない ようにして 置く ことが 大切で 

しょう」 



あの 並び 一 町 ほどの 民家なん です」 

「民家！」 長 造 は ニヤ ニヤ 笑い出した。 「生意気な 言 

葉 を 知って るネ。 じ や、 行つ といで。 遊び じ やな いん 

だから、 乱暴したり、 無理 をし ちゃ、 駄目 だよ」 

「うん、 大丈夫！」 

少年 は、 ニッと 笑う と、 そのまま 脱兎の 如く 駔け出 

して 行った。 

てんと-つ つま 

長 造が 店頭 を 入る と、 そこに はお 妻が、 伸び あがつ 

て、 往来 を 眺めて いた。 

「おや、 おかえりなさい」 

「うん」 



あん 

「貴方の 家の 兄ち やん も、 出征な すつ たんだって ネ」 

しょ ラ しゅ ラ 

「兄さん は 立 川の 飛行 聯隊へ 召 集され て 行つ たんだ 

けれど、 どうして いるの かな ァ、 その後 なんとも 云つ 

て 来な いんです」 

かんのん 

「心配し ないで、 観音 さまへ、 お願い 申しと きな さい- 

き つ と 守つ て 下さる から …… 」 

お 妻 も、 同じような 思いだった。 二 男の 清 二が 潜水 

艦に 乗組んで 演習に 出た きり、 消息の 知れない こと、 

じあい 

もう 四十 日に 近い。 彼女 は、 母の 慈愛 を もって、 幼時 

かんぜおん 

から 信仰 を 捧げて いる 浅 草の 観世音の 前に、 毎朝 毎夕 

ひそかに 額き、 おのれの 寿命 を 縮めても、 愛児の 武運 



を 守らせ 給えと、 念じて いるの だった。 

「誰の 家 も、 同じような ことがあ るんだ ネ」 波 二 少年 

は 暗い 顔 を、 強いて ふり 払うよう に 云った。 「ンじ や、 

僕 もしつ かリ 働きます、 さようなら、 おばさん」 

「ああ、 いって らっしゃい。 波 二さん も、 気をつけて 

ネ …… 」 

少年 は、 高い ところに 点いて いる 電灯の 電球 を、 ね 

さおだけ せんたん 

じって 消す ために、 長い 竿竹の 尖端 を、 五つ ほどに 割つ 

ほうたい なが どうぐ 

て、 繃帯で 止めて ある 長 道具 を 担ぐ と、 急いで ffi け 出 

していった。 

「あれ は、 何処の 子 だい」 長 造が 訊いた。 



「あれ は、 ほら」 お 妻 は 首 を ふって 思い出そうと 努力 

した。 「亀さん ちの、 区役所の 用務員 さんで、 そうそう ■ 

あさかわ かめの すけ すえ 

浅 川 亀 之 助と いう 名前だった、 あの 亀さん の 末 ツ子で 

すよ」 

「お ォ、 ぉォ、 亀 之助ン とこの 子供 かい。 どうりで 

みお ぼ 

見覚えが あると 思った。 暫く 見ない うちに 大きくな つ 

たもんだ ネ」 

そ-つ リ よ-つむす こ きしい ち 

「あの 惣領 息子が、 岸 一さん といって、 社会 局の 事務 

員 をして いたのが、 いまの 話で は、 立 川 飛行 聯隊へ 召 

集され たんです つて」 

「ふ ン、 ふン、 岸 ちゃんての は 知ってい るよ。 よく 妹 



ますよ」 

「なに、 海軍省から！」 

長 造の 顔 は、 サッと 青ざめた。 

「うむ」 

彼 は 封筒の 頭を截 ると、 一葉の 海軍 S 紙 を ひっぱり 

出した。 長 造の 眼 は、 釘 づけに でもされ たように、 そ 

やが 

の 紙面の 一点に 止って いたが、 鱸て しずかに 両眼 は閉 

みずたま 

じられ た。 その 合わせ目から、 透明な 水球が プッン と 

あしち と 

躍り だした かと 思う と、 ポロ リ ポロ リと足 許へ 転落し 

ていった。 

その 紙面に は、 次の ような 文句が あった。 



戦死 認定 通知。 

潜水艦 伊 号 一 〇 一乗 組 

海軍 一等 機関 兵 下田 清 二 

右 は 去る 五月 十日 午後 四時 頃、 北米合衆国 メ— 

ャ アイ ランド 軍港 附近に 於て、 爆雷 を 受け 大破 損 

の 後、 行方不明と なりたる 乗組 艦と、 運命 を 共に 

したる ものと 信ぜら る。 ょりて^；^に本官は戦死認 

定 通知 書 を 送付し、 その 忠烈に 対し 深厚なる 敬 

意 を 表する ものな り。 

昭和 十 X 年 五月 十三 日 



聯合 艦隊 司令長官 

海軍 大将 男爵 大 鳴門 正彦 

(とうとう、 清 二 は 殺ら れ たか！) 

「旦那」 郵吉 が、 おずおずと 声 を 出した。 「もしゃ、 悪 

い 報せ でも …… 」 

郵吉 は、 陸海 軍から 出した 戦死 通知 を、 何十 通と な 

く、 区内に 配達して あるいた 経験から、 充分 それと 承 

知 をして いるの だった が …… 。 

「なァ に —— 」 

長 造 は、 何も 知らぬ お 妻が、 奥から &鑑を もって 来 



うに 拡がって いるの だった。 そして 部屋の 外に は、 

かな リ 

可也 広い アスファルト 路面の 廊下が、 どこまでも 続い 

ていて、 なにが 通る のか、 軌道が 敷いて あった。 地面 

ささ 

を 支える 鉄筋 コンク リ ー トの 太い 柱 は、 ずっと 遠く ま 

ちゅうこ-つ しょく 

で 重なり合って、 ところどころに 昼光色の 電灯が、 

しまめ 

縞 目の 影 を斜に 落として いるの が 見えた。 どこから と 

もな く、 ヒ ュ ー ンと 発電機の 呻り に 似た 音響が 聴こえ 

よ-つ ほ-つ こ-つ 

ている かと 思う と、 ェ— テルの 様な 芳香が、 そこら 一 

面に 漂って いるの だった。 時々、 大きな 岩石で も 抛 

じひびき 

り 出した ような 物音が、 地 響と ともに 聞え て 来、 その 

度 毎に、 地下道の 壁が ピリ ピリと 鳴り わたった。 



このような 大仕掛けの 地下室と いうより は、 寧ろ 地 

下 街と いうべき ところ は、 いつの 間に 造られ、 一体 ど 

は ものし 

こ を どう 匍い まわって いるので あるか、 仮り に 物識り 

を 誇る 東京 市民の 一 人 を、 そこに 連れ こんだ としても、 

決して 言い あてる こと は 出来ないで あろうと 思われた。 

II この 地下街 こそ は、 東京 警備 司令部が、 日米 開戦 

と共に、 引 移った 本拠だった。 

この 地下街に ついては、 詳しく述べる こと を 憚 るが、 

大体の こと を 云う と、 丸の 内に 近い 某 区域に あって、 

地下 百メ— トルの 探さに あった。 この 地下街に 入る に 

こ-つどう いりぐち 

は、 東京 市内で 六ケ 所の 坑道 入口が 設けられ てあつた。 



まる ち と 

に 隠れて、 仙 台 放送局の 円本 博士が 発明した M 式 マイ 

きりん ていしんしょう 

クロフ オンが 麒麟の ような 聴覚 を もち、 通信 省の 青 

年 技師 利根 川 保 君が 設計した テレヴ イジ ョ ン 回転 鏡が 

えんま だいおう 

閻魔 大王の ような 視力 を 持って いたのだった。 

この 地下街に は、 別に、 東と 西と へ 続く、 やや 狭い 

坑道が あつたが、 その 西へ 続く もの は、 重々 しい 鉄扉 

がと きどき 開かれた が、 その 東へ 通ず る 坑道 は 何故か、 

厳然と 閉鎖され たま ま、 その 扉に 近づく こと は、 司令 

部 付の ものと，. 雖も 禁ぜられ ていた。 それ は 一 つの 大 

きい 謎であった。 司令部 内で 知ってい たの は、 司令官 

の別府 大将と、 その 信頼すべき 副官の 湯 河原 中佐と だ 



ニラを 去る 六十 キロの バコ 口 附近まで 進出した の 

うちゅうせん 

じ やった が、 そこで 勝手の 悪い 雨中 戦 を やり、 おまけ 

に 山 一 つ 向う の オロンガポ ォ 軍港からの 四十 糲の列 

車 砲の 集中砲火 を 喰って、 その 半数 以上が 一夜のう ち 

に やられた という ことじ や。 何しろ 強風 雨の うちだ か 

ら、 空軍 は 手 も 足 も 出ず、 さぞ 無念 じ やったろう」 

ようさ い 

「閣下。 オロンガポ ォ 要塞 は、 まだ 占領 出来ません か」 

別の 将校が 訊いた。 

「s ハ淞 砲台の ように、 簡単に は ゆかんよ うじ や。 海軍 

かんらく 

でも、 早く 陥落 させて、 太平洋に 出な けり やならん の 

じ や、 何しろ、 連日の ように 最悪の 気象に 阻止せられ 



つまで も、 のさば つてい たんで は、 今後の 戦争が 非常 

に、 やり 憎い」 

「米国の 亜細亜 艦隊 は、 通称 『犠牲 艦隊』 じ やという 

わけ じ やった が、 中 々やります なァ」 

「犠牲 艦隊 じ やった の は 四 五 年 前までの ことじ や。 日 

りゅうさ ゆう 

本が 東 シナ海 を、 琉球 列島と 台湾海峡で 封鎖 すれば、 

どんなに 強くなる かとい うこと は、 来 国が よく 知って 

いる。 この辺 は、 日本の 新 生命線 じ や。 そいつ を 亜 細 

亜 艦隊で もって、 何とか 再三 破って やらなければ、 来 

国 海軍 〔# 「米国 海軍」 は、 底本で は 「日本海 軍 匕 は 安心 

して、 主力 を 太平洋に 向ける ことができない。 艦齢 は 



噸を 失った 上、 航空母艦 サ ラト ガに 多大の 損傷 を 受け 

たという から、 まず 帝国 海軍の 筋 書 程度まで は 成功し 

たと 云って よい じ やろう。 これで 来 国 聯合 艦隊 も、 相 

きも つ ぶ 

当胆を 潰した と 思う。 金剛と 妙 高と を、 南シナ海で 

どう リ つかい ぐんりょく 

喪った 帝国 海軍 も、 これで 戦前と 同率 海軍 力 を 保て 

たという わけ じ や」 

「伊 号 一 〇 一 は、 爆雷に やられて、 海底に もぐりこん 

ゆ-つし ゆ つ 

だそう です が、 特務機関の 報告に よると、 海面に 湧出 

した 重油の 量が、 ちと 少なす ぎる という 話です な」 

「ほほう、 そうかの」 将軍 は 初耳ら しく、 その 参謀の 

方に 顔 を 向けた。 「だが 重油が 流れ出す ようで は、 



の 前に 上げる と、 声 を 張り あげて、 電文 を 読んで いつ 

た。 「昭和 十 X 年 五月 十五 日 午後 五 時 三十 分。 第四師 

団 司令部 発 第 四 〇 二号。 和歌山県 潮 岬 南方 百 キロの 

海上に 駐在せ る 防空 監視 哨の 報告に よれば、 米軍に 属 

する 重爆 飛行艇 三 台、 給油 機 六 台、 攻撃 機 十五 台、 偵 

察 機 十二 台、 戦闘機 十二 台 合計 四十 八 機より なる 

大空 軍 は、 サ仏 監視 哨の 位置より 更に 南南西 約 五 キロ 

メ ー トルの 空中 を、 戦闘機 は 二 千 五 百メ— トルの 高度、 

他 はいずれ も ニ千メ ー トルの 高度 をと リ、 各隊 毎に 

雁行 形の 編隊 を 以て、 東北東に 向け 飛行 中な り。 終り」 

「うむ、 御苦労」 参謀長 は、 伝令の 手から、 電文 を受 



の 太平洋 上に 飛び出し ていった 頃から、 第三 師団 司令 

部からの 報告 は、 直接に 高声 器の 中に 入れられ、 別府 

ごましお 

大将の 前に 据えつ けられた。 将軍 は、 胡麻塩の 硬い 髯 

を 撫で 撫で、 目 を 瞑 じて、 諸 報告に 聞き惚れて いるか 

のよう であった。 

うか か 

この 場の 将軍の 様子 を、 遠くから 窺って いたの は、 

高級 副官の 湯 河原 中佐だった。 彼 は 何事 かにつ いて、 

しよ-つりよ よ-つ 

しきりに 焦慮して いる 様で もあった。 だが 其の 様子 

に 気付いて いた もの は、 唯の 一人 も 無い と 云って よい。 

なぜならば、 中佐 を 除いた この 室の 全員 は、 刻々 にせ 

まる 太平洋 上の 空中戦の 結果 はどうな るか、 という 問 



ものの 五分と 時間 は懸ら なかった。 司令官 室で 何 を 

やった ので あるか は 判らぬ けれど、 再び 中佐が 姿 を あ 

ら わした ときには、 非常な 決心 をして いるら しく、 

がんめん しんけい ろうかとう 

顔面 神経が ピ クピク 動いて いるの が、 廊下 灯に よって 

写し出された ほどであった。 このと き、 中佐の 両手 は、 

ポケットの うちにあった。 

彼 は 再び、 元来た 路を、 とってかえ すと、 司令部 広 

間の 扉の 前 を 素早く 通り、 それから 後 は ドン ドン K け 

出して 行った。 

中佐の 身長が、 その 先の 階段に 跳ね あがった。 十 段 

ばかり 上る と、 そこに 巌丈 な 鉄扉が あって、 その上に 



赤 ペンキで、 重大ら しい 符牒が 無雑 作に 書かれて あつ 

た。 中佐 は それに は 眼 も 呉れず、 扉の あちらこちら を、 

押えたり、 グルグ ル指を 廻したり している うちに、 サッ 

とその 重い 鉄扉 を 開く と、 ちょっと 後 を 振 返り、 誰も 

見て ない の を 確め た 上で、 ヒラリ と 扉の 中に 姿を消 

してし まった のだった。 

「 …… 」 

ぼうずあたま 

誰も いないと 思った 階段の 下から、 ヌッと 坊主頭が 

ぇリ しょ-つ えびちゃ 

出た。 しばらく すると、 全身 を 現した。 襟章 は 蝦 茶の、 

通信員で ある 一等兵の 服装だった。 彼 は 中佐の 姿の 消 

えた 扉の 前に、 躍り 出る と、 手袋 を はいた まま、 力 を 



警戒 員の 外に は、 往来 を 歩いて いる 者 も、 無い よう 

であった。 誰もが、 それぞれの 家屋に 落 付いて、 刻々 

に JOAK が 放送して くる 時事 二 ュ ー スを 一 語の こら 

ず 聞いて いるせ いだ つたであろう。 

ラジオ 受信機の ない 家 こそ、 惨めであった。 区役所 

の 用務員、 浅 川 亀 之 助 一家 は、 その 種類に 入る 家 だつ 

た。 

「おい、 おつる」 亀さん が、 暗い 露路 から 声をかけた。 

「どうな つたい、 お前さん」 勝手元に 働いて いた 女房 

のおつ る は、 十燭の 電灯 を 逆光線に 背負って 顔 を 出 

した。 



身体 を 動かした。 

「次に、 いよいよ 帝都に 於き まして は、 空襲警報が 発 

せられる 模様であります。 敵機の 帝都 空襲 は、 全く 確 

実と なり、 帝都との 距離 は 最早 二百 キ ロメ— トルに 短 

縮せられ ましたので、 東京 警備 司令部で は、 いよいよ 

『空襲警報』 を 出す 模様であります。 空襲警報が 布告 

されます と 同時に、 兼ねて 御知らせ 申 上げて ありまし 

たように、 当 JOAK の 放送 は、 戦闘 終了の 時期まで、 

ひま さよう 

一と 先ず 中断いた す ことにな つて 居ります ので、 左様 

ご 承知 下さい まし」 

人々 の 顔に は、 次第に 不安の 色が 深く 刻まれて 行つ 



に 訊いた。 「空襲警報 用意が あった。 準備 はいいよう 

だな」 

「は ッ。 用意 は、 よいであります」 

う-なず 

中尉 は 軽く 肯 くと 云った。 「よい か、 ぬかるな」 

「おい 佐 島 一等兵。 電話で 司令部へ、 報告せ い。 空襲 

警報 用意よ し！」 

ひるがえ テント 

「はい ッ」 一 等 兵 は 身 を 翻 して、 天幕のと ころへ 帰つ 

た。 「空襲警報 用意よ し」 

天幕の 中の 通信員 は、 送話器の 中に、 歯切れの よい 

声 を 送り こんだ。 

「愛宕山 警報 所。 空襲警報 用意よ ゥ し！」 



「よく 気がつい たね」 母親が、 長男 一家の こと を 思つ 

て、 涙 を 拭いた。 

「それにしても 今頃、 危険 じ やない か。 いつ 爆弾に や 

られ るか、 しれ やしない。 あっちで も、 相当の 用意 は 

してる だろう から、 見合わしたら、 どう だ」 

「いえ、 いえ、 お父さん」 弦 三 は、 首 を 振った。 

「僕 は、 もっと 早く 作って、 届けたかった のです。 だ 

が、 お金 もなかつ たし、 僕の 腕 も 進んで いなかった… 

;」 

いろけ どうらくもの ののし 

長 造 は、 弦 三の こと を、 色 気づいた 道楽者と 罵 つた 

ひやあせ 

こと を 思い出して、 暗闇の 中に、 冷 汗をかいた。 



「それが、 今夜に なって、 やっと 出来 上った のです」 

弦 三 は 嬉しそうに 眩いた。 「僕 は、 東京 市民の 防毒 設 

備に、 サッ パリ 安心が 出来ない のです。 行かせて 下さ 

い。 いつも 僕の こと 想って いて くれる 兄さんに、 J 刻 

も 早く、 この 手製の マスク を、 あげた いんです」 

むせび 

感激の 嗚咽が、 静かに 時間の 軸の 上 を 走って いった。 

「ょォ し。 行って 来い」 長 造が キッ パリ 云った。 「いや、 

兄さん 達の ために、 行って やれ。 だが、 気をつけて ナ 

…：- J 

あとに は 言 葉が 無かった のだった。 

「じ や、 行って まいります」 



「懐中電灯 は、 そのまま では 明るす ぎます から、 ここ 

に 赤い 布が あります から、 それ を附 けて 下さ ァぃ」 

あちこちに、 メガ フォンの 太い 声が 交叉して、 布 を 

被せた 警戒 灯が、 ブラ ブラと 左右に 揺れて いた。 すべ 

て 秩序 正しい 警戒ぶ りだつた。 

(それにしても、 さっき 見た の は、 あれ は 夢だった か 

しら。 悪夢！ 悪夢！) 

わ だか ま ふおん 

弦 三 は、 雷 門の 地下道に 蟠 る 不穏な 群衆の こと を、 

この 須田 町の 秩序 正しい 青年団に 対比して、 悪 夢を見 

たように 感じた のだった。 しかし、 それ は 果して 夢で 

あった ろうか。 いやいや 弦 三 は、 確かに、 あの 呪いに 



戸に、 うわ ッと、 しがみついた。 

敵機の 投げた 光 弾が、 頃合いの 空中で、 炸裂した の 

だった。 

ド ー ン。 

やや 間を置いて、 大きい 花火の ような 音響が、 あた 

りに、 響き 互った 〔# 「亙った」 は 底本で は 「互った 匕。 

光 弾 は、 須田 町の、 地下鉄 ビルの 横腹に、 真 黄色な 

光線 を、 べたべたに なすりつけた。 

のきした まんせい ばし 

弦 三 は、 商店の 軒下から 飛び出して、 万世 橋ガ— ド 

の 下 を 目 懸けて 走って いった。 

ガ ー ドの 上と 思われる あたりで、 物凄い 音響が した _ 



まギ J 

「ド ッ、 ドッ、 ドッ、 グヮ ー ン」 それ は 紛れ もな く、 

あまくだ 

高射砲 隊の 撃ち だした 音だった。 悠々 と 天下りながら、 

帝都の 屋根 を 照らして いた 光 弾が、 一瞬間に して、 粉 

砕され てし まった。 

帝都の 空 は、 又もや、 元の 暗黒に 還った。 

と、 思った の は、 それ も 一瞬間の ことだった。 

しでんい つ せん 

サッ と、 紫電 一閃！ どこから 出した のか、 幅の 広 

こ-つ さ 

い 照 空 灯が、 ぶつち がいに、 大空の 真中で、 交叉した。 

「呀 ッ、 敵機 だッ」 

とんぼ 

真白い、 蜻 蛤の 腹の ような 機影が、 ピ カリと 光った。 

そこ を覘 つて、 釣瓶 撃ちに、 高射砲の 砲火が、 耳 を 



聾する ばかりの 喚声 を あげて、 集中され た。 

照 空 灯 は、 いつの 間に か、 消えて いた。 

その 次の 瞬間、 弦 三の 眼の 前に、 瓦斯 タンク ほど も 

あるよう な 太い 火柱が、 サッと 突立ち、 爪先から、 骨 

が 砕ける ような 地 響が 伝って 来た。 そして 人間の 耳 

で は、 測量す る y J と の 出来な い 程 大き い 音響が し て 、 

真正面から、 空気の 波が、 ィャ という ほど、 弦 三の 顔 

を 打った。 

爆弾が 落ちた の だ！ 

ィャ、 敵機が、 爆弾 を 投げつ けたの だった。 

バラ バラ ッと、 礫 のよう な ものが、 身辺に 降って 来 



た。 

こうぼ-つ いぶんし 

照 空隊の 光芒 は、 異分子の 侵入した 帝都の 空 を 嘗め 

まわした。 

その 合間、 合間に、 高射砲の 音が、 猛獣の ように、 

恐ろしい 呻り 声 を あげた。 

それ は、 人間の 反抗 感情と いうので もあろう か。 爆 

弾の 音 を 聞かされ、 照 空 灯の ひらめき を 見せられた 弦 

三 は、 自分の 使命の こと も 何処へ か 忘れて しまい、 

「畜生！ 畜生！」 と 独り言 を 云いだ した かと 思う と 

矢庭に 側の 太い 電柱に とびつき、 危険に 気がつかぬ も 

のか、 



「瓦斯が きました よ、 逃げて 下さい」 

かざかみ 

「風上へ 逃げて ください。 皆さん、 XX 町の 方 を 廻つ 

て X X 町へ 出て 下さい」 

かんじん 

肝心の XX 町と いうの が、 サッ パリ 聞き とれな かつ 

た。 

きょうほん 

広 瀬 中佐の 銅像の 向う あたりに、 うち 固って 狂奔 

する 一 団の 群衆が あった。 

「や ッ、 ホスゲンの 臭いだ！」 

弦 三 は、 腰 を さぐって、 彼の 手製になる 防毒 マスク 

を 外した。 そのうち にも、 ホスゲン 瓦斯 特有の 

たいひ ごや ちょめい 

堆肥 小屋の ような 悪臭が、 だんだんと、 著明に なって 



へ、 虫の ように 匍って いった。 

右手 を 伸ばして、 傷口の あたり を さぐって みると、 

幸 いに、 脚の 形 はあった が、 まるで 糊壺の 中に 足 を 突 

込んだ ように、 その あたり 一面が ヌル ヌルだった。 湧 

き 出した 血の 赤い のが、 この 暗 さで 見えない のが、 せ 

めても の 幸いだ つたと、 弦 三 は 思った。 

「おお、 これ は —— 」 

その 家の 窓 下で、 弦 三 は 不思議な 音楽 を 耳に した。 

まさ 

それ は 正しく、 この 家の 中から、 している のだった。 

めいりょう 

雑音の ガ ラガラ いう、 あまり 明瞭 でない 音楽 だ つ 

きょくもく ヒュ —- ？ f ラル ■ マ— チ 

たけれ ど、 曲目 は 正しく、 ショパンの 「葬送行進曲」 



嗚呼、 葬送曲！ 

そ-つ そ-つ こ-つ しんきょく 

一 体、 誰が、 いま 時分 「葬送行進曲」 を やって いる 

のだろう。 

彼 はき 手 を 忘れて、 窓の 枠に つかまりながら、 家の 

のぞ 

中を視 きこんだ。 

ろうそく ほかげ 

おお、 そこに は 蠟燭の 灯影に 照し 出されて、 一 人の 

青年が 倒れて いた。 その 前に は、 小さい ラジオ 受信機 

が、 ポッン と、 座敷の 真中に、 抛り 出されて いた。 

まぎ 

音楽 は、 紛れ もな く、 その ラジオ 受信機から 出て い 

るの だった。 

(JOAK が、 葬送曲 を やって いるの だろう か、 物 好 



きな！) 

弦 三 は、 むかむか として、 脚の 痛み も 忘れ 壊れた 窓 

の 中へ、 もぐり 込んだ。 

入って 来た 人の 気配に 気付いた もの か、 死んで いる 

と 思った 青年が、 白い 眼 を、 すこし 開いた。 

そして 呻く ように 言った。 

「君、 あれ を 聞きました か。 アメリカの 飛行機の り 奴、 

飛行機の 上から、 あの 曲 を 放送して いるので すよ。 無 

論、 故意に JOAK と 同じ 波長で ネ。 しゃれた 真似 を 

する メリ ケン 野郎 …… 」 

弦 三 は、 それ を 聞く と、 ム クム クッと 起き あがって、 



諸手で 受信機 を 頭上 高く もちあげ ると、 

「や ッ！」 

と 壁ぎ わに、 叩きつ けた。 

「うぬ、 空襲 葬送曲まで、 米国のお 世話になる もの か、 

いまに 見て おれ、 この 空襲 葬送曲 は、 K 斗 をつ けて、 

立派に 米国へ、 返して やる から …… 」 

死に かかって いる 青年に も、 それが 通じた もの か、 

燃えの こった 蠟燭の 灯の 蔭で、 満足そう に、 二 ッと 笑つ 

た。 



のか、 屋根の 上 あたりに、 キラ キラと 火花が 光って、 

やがて バラ バラと、 礫の ような ものが、 避難民の 頭上 

に 降って きた。 

r ゥ、 ゥ、 グゎ ー ン、 グゎぁ ー ン」 

大地が 裂ける ような 物音が、 あちらで も、 こちらで 

もした。 それ は、 ひっきりなしに、 米軍が 投げお とす 

さくれつ たび 

爆弾の、 炸裂す る 響だった。 その 度 ごとに、 

「キヤ ー ッ」 

「こ、 こ、 こ、 殺して 呉れ ッ」 

「あ ー れ ー ッ」 

と、 此の世の 声と は 思えぬ 恐ろしい 悲鳴が 聞え た。 



r ナニ、 閑暇 だから、 市中へ 出る I 」 髯は、 髯 をつ 

まんで、 苦笑した。 「それにして は、 すこし、 空中 も、 

地上 も 騒がしい ぞ」 

その 言葉 を、 裏書す るよう に、 ど— ンと又 一 つ、 火 

柱が 立った。 赤 坂の 方ら しい。 

「あっし は、 平気です よ」 印拌 纏が 言った。 「ねえ 旦那、 

アメリカの 飛行機が、 攻めて 来 たかは 知らね えが、 東 

京の 人間た ちの この 慌て 加減 は、 どうです。 震災のと 

きに も、 ちょいと 騒いだ が、 今度 は、 それに 輪 を 十本 

も 掛けた ような もの だ。 青年団が 何です。 消防隊が 何 

です。 交通整理 も、 在郷軍人会 も、 お巡りさん も、 なつ 



けんの-つ 

ちゃい ない。 第一、 あっし 達の 献納した 愛国 号の 働き 

も、 一向 無い と 見えて、 この 爆弾の 落っこちる こと ァ 

どうです。 防護 隊 というの が あると いう こと だが、 死 

人 同様 だァ な、 畜生」 

髯は 無言で、 場所 を 出て ゆこうと したが、 生憎、 又 

しるしばんてん 

ピ カリと 窓 硝子が 光った ので、 印拌 纏に 発見され て 

しまった。 

「旦那、 行 くんなら、 あっし も、 お 伴し ます ぜ。 どう 

せ、 今夜 は、 仕事が 休みなん で」 

「僕 は、 早く 研究室へ 行きたい —— 」 

「あっしが 力 を 貸しましょう。 皆、 向う から、 こっち 



を 向いて くるのに、 先生と あっし だけ は、 逆に 行 くん 

だ。 裏 通 をぬ けて ゆかな くち や、 迚も、 進めません ぜ」 

「君 は、 防毒 マスク を 持って るかい」 

「持って ません よ、 そんな もの は」 

「それで は、 毒 瓦斯が やってく ると、 やられち まう ぞ- 

悪い こと は 云わぬ。 その 辺の、 毒 瓦斯 避難所へ、 隠れ 

ていた まえ。 生命が 無くなる ぞ」 

「毒 瓦斯 かネ」 印祥纏 は、 やや 悲観の 声 を 出した。 「先 

生、 手拭で は 駄目 かネ」 

「手拭 じ や 駄目 だ」 

「手拭に、 水 を 浸して は、 どうか ネ」 



長の あと を 追った。 それ は 任務に 忠実な、 生き残りの 

青年団 員で もあろう か。 

近くに、 サイレンの 響が した。 毒 瓦斯の 間から 

ヒョッ クリ顔 を 出した の は、 真 赤な 消防 自動車だった。 

だが、 車上に は、 運転手の 外に、 たった 二人の 消防 手 

しか、 残って いなかった。 その 中の 一人 は、 マスクの 

ま 

上から、 白い 布で、 いたいたしく、 頭部 を ダル ダル 捲 

きにして いた。 

消防 自動車 は、 ヨロ ヨロ よろめきながら、 燃え あが 

る 建物め がけて、 驀進して いった。 二人の 消防 手 は、 

ほど-つ 

いつの 間に か、 舗道の 消火栓の 前で、 力 を あわせて、 



重い 鉄 蓋 を あけようと 試みて いた。 

郊外へ 遁げ ようと、 洪水の ように 押出して きた、 さ 

しもの 大群 衆 も、 前面から 襲って きた 毒 瓦斯に 捲き こ 

ひとた まリ たお ざっとう ちまた 

まれて、 一 溜 もな く、 斃れ てし まった。 雑沓の 巷 は、 

五分と 経たぬ 間に、 無人 郷に 変って しまった。 そ 

こ-つりよ-つ 

の 荒涼たる 光景 は、 関東大震災の 夜の 比ではなかった。 

大通りの ところどころに は、 それでも、 三人、 五 人 

と、 異様な 防毒 マスク を 嵌めた 人達が 集結して、 ゴソ 

ゴソ やって いた。 

「どんな 人 を、 救護し ます か」 

おお とんぼ 

大蜻 蛇の 化物の ような 感じの する 防毒 マスクが 二 つ 



倚り 合って、 辛うじて、 こんな 意味 を 通じた。 

「救護して、 あとで 戦闘が できそう な 人 を 選べ！」 

あかいろて ちょうちん ひろ 

一 方が、 赤色 手 提灯の 薄い 光の 下に、 手帖 を展げ て、 

読みに くい 文字 を 書いた。 

他の 一人が、 それ を 見て、 隊長ら しいの をグ ングン 

向う へ 引 張って いった。 彼 は 手真似で、 隊長に 話 をし 

た。 

ノ J みば 一 一 

「そこの 横丁の 塵箱の 中から 赤 ン坊の 泣 声が する が、 

助ける 必要 はない か？」 

ゆびさ おお ごみばこ 

指す ところに、 真黒な 大 塵箱が あって、 明かに、 赤 

ン坊の 泣き声が する。 後から 艇 けつけ た 一人が、 近づ 



いて、 ィキ ナリ、 塵箱の 蓋 を 開けよう とした。 隊長ら 

おどろ とら 

しい 男が、 駭 いた 風で、 塵箱に かかった 男の 腕 を 捉え 

た。 そして 部員 を 促して、 毒 瓦斯の 沈澱す る 向う の 闇 

へ、 前進して いった。 

(開けば、 塵箱の 中の 赤ン坊 は、 直ぐ 死ぬ だろう。 開 

かないの が、 せめても の 情け だ) 

そんな こと を、 隊長 は、 考えて いた。 

また 一 つ、 崩れる ような 大きな 爆発 音が して、 新 宿 

駅の 方が 急に 明るく 火の手が あがり、 それが、 水で も 

流した ように、 見る見る うちに 四方八方へ 拡がり、 あ 

たり 近所が、 一 度に、 メラ メラと 燃え 出した。 焼夷弾 



滅 茶に やられて いるの だった。 次第に 燃えさ かってく 

むざん 

る 一 帯の 火災 は、 無惨に も 血と 泥と に まみれた 青年の 

腹部 を、 あかあかと 照し だした。 

死んだ 青年 は、 背中に 大きい 包み を 背負って いた。 

ひげお とこ きが か 

髯男 は、 それが、 なんとなく 気懸 りに なった ので、 手 

早く 解いて みた。 その 中から、 ゴロ リと 転り だした の 

は、 真黒の、 三つの 防毒 マスクだった。 

「ほう、 防毒 マスク？」 

髯男 は、 不審そう に、 あたり を 見廻した。 

「ヒィ ヒィ」 

そのと き、 枯れき つたよう な 赤 ン坊の 泣き声が した _ 



彼女の 子供で もあろう か、 赤ン坊 を、 しっかり 胸に 抱 

おどろ はず 

いていた。 髯 男は駭 いて、 機 を 外さず、 残りの 二つの 

マスク をめ いめいに 被せて やった。 その 一 つ は、 偶然 

にも、 当歳の 赤ン坊 用の マスクだった。 

「なんという 不思議な 暗合だろう。 親子 三人に、 親子 

三人 用の マスク！」 

髯男 は、 六ケ 敷い 数学 解法 を 発見で もした かの よう 

きょ-つたん 

に、 驚嘆した。 

はな かわ ど はなお どん や 

だが、 この 親子 三人が、 花 川 戸の 鼻緒 問屋 下田 長 造 

きいちろう 

の 長男、 黄 一郎 親子で あり、 マスク を 背負って いた 死 

青年 は、 同じく 長 造の 三男に あたる 弦 三で あり、 弦 三 



きょく まる 

と、 そこに は、 必ず 敵機の 機 翼が 光って いた。 円の 中 

に 星が 一 つ —— それが、 米国 空軍の マ ー ク だった。 

r グゎ ー ン、 グゎ ー ン」 

あんずい ろ 

高射砲の 砲口から、 杏 色 の火焰 が、 は ッはッ と 息 を 

吐いた。 敵機 は、 ク ルリと、 横転 をす ると、 たちまち 

うな 

闇の 中に、 姿を消して 行った。 異様な プロペラの 捻り 

声が、 明らかに、 耳に 入った。 

照 空 灯 は、 サッ と、 光 を 収めた。 

「ラ ッ、 タヅ、 タツ」 

頭上に、 物凄い エンジンの 響が、 襲い かかった。 

r ラッ、 タツ、 タツ」 こっちで も、 高 射 機関銃が 打ち 



「早く 修理して、 第二 号と 一緒に 働かせい」 

「はい ッ。 第 四 号の 修理 を、 急ぐ であります」 

兵 は、 バタ バタと 帰って いった。 

(聴音機が、 たった 一台に なって は、 この 山の 任務 も、 

これまで だナ) 

東 山 少尉 は、 暗闇の 中に、 唇 を嚙ん だ。 七 台の 聴音 

機 は、 六 台まで 壊れ、 先刻の 報告で は、 高射砲 も 三門 

やられ、 のこる は 二 門に なって いた。 

兵員 は？ 

もともと 一 小隊し か 居なかった 兵員 は、 四 分の 一 に 

も 足らぬ 人数し か、 残って いなかった。 



「ピリ ピリ。 ピリ ピリ」 

振 笛が、 けたたましく 鳴り響いた。 毒 瓦斯が、 また、 

やって きたらし い。 

わめ こしょう くさ しげきせい ガ ス 

何 か、 喚く 声が する。 胡椒 臭い、 刺戟性の 瓦斯が、 

力す ぴ おんまく くすぐ 

微かに、 鼻 粘膜 を、 櫟 つた。 

えんか 

(塩化 ピ クリン か！) 

東 山 少尉 は、 腰 を ひねる と、 防毒 マスク をと りあげ 

た。 

「催涙 斯だ ぞォ、 催涙 瓦斯 だぞ ォ！」 

瓦斯 警戒 哨が、 大声に、 呶 鳴って いた。 

東 山 少尉 は、 そのと き、 何 を 思った のか、 ッと、 二 



足、 三 足 前方に すすんだ。 

「どうも、 おかしい ぞ」 

まつばやし かな リ おびた だ 

前方の、 放送局の 松林 あたりに、 可也 夥 しい 人数 

が 移動して いる 様子だった。 演習 慣れした 少尉の 耳に 

は、 その 雑然た る 靴音が、 ハツ キリと 判った。 

どこの 部隊だろう か？ 

司令部が 寄越した 援 丘，. ハ にして は、 無警告 だし、 地方 

の 師団から 救援 隊が 来る としても、 おかしい。 

軍隊で はない のか も 知れない。 

少尉 は、 背後に 向って、 携帯 用の 懐中電灯 を、 斜め 

十字に 振った。 それ は 下士官 を 呼ぶ 信号だった。 



コ トコ ト 〔# 「 コ トコ ト」 は 底本で は 「コ トコ ト」〕 と 

足音が して、 軍曹の 肩章 の ある 下士官が、 少尉の 側に 

ビタリと 身体 を 寄せた。 

「吉奈 軍曹であります」 

軍曹 は、 マスクの 中で、 できる 限りの 声 を 張り あげ 

たのが、 少尉の 耳に、 やっと 入った。 

「おう、 吉奈 軍曹。 至急 偵察 を 命ずる。 放送局 裏に、 

不可 勢の 部隊が 集結して いる ぞ。 突入 誰何し ろ。 友 

軍 だったら、 短銃 を 二 発射て。 怪しい 奴 だったら、 三 

発うて。 避難民 だったら、 四 発 だ。 時節 がら、 怪しい 

奴 かも 知れぬ から、 臨機応変、 細心に 観察して、 判つ 



「警備 司令部との 連絡 電話が 切断した であります」 

「なに ッ」 少尉 は、 駭 いて、 伝令 兵の 腕 を 握った。 「無 

線 電話 はどう かッ」 

「無線電話 にも、 司令部の 応答が、 無いで あります」 

「無線 も 駄目 か。 は あて —— 」 

途端に、 前方で、 銃声が 響いた。 

「o ヽ、 。ヽ、 。ヽ / I 

I ノ ノ ノ ン ！ 」 

うむ、 さて は、 怪しい 者 だ。 

三 発の 短銃の 音に、 堤 を きられた ように、 向う の 方 

に、 銃声が 起った。 バラ バラと、 弾丸が 飛んで くる！ 

丁度、 そのと き、 異様な 響 をた てて、 一台の 飛行機 



マスク をして いた。 軍隊と 巿 民との 混成 隊と でも 云い 

たい ものであった。 

(なぜ だ。 なぜ だッ) 

東 山 少尉 は、 不思議な 軍隊 を 向う に 廻して 不審 を 

うった。 彼等 は、 こちらの 陣地 を 認めて、 小銃 を 乱射 

し、 手榴弾 を 投げつ けた。 小銃 はと どいた が、 手榴弾 

さくれ つ 

は、 ずっと 遠方で 炸裂した。 

そげき 

軍隊 を 狙撃す る 軍隊な ので ある。 そのような、 不可 

てきがいしん 

解な 軍隊 を 向う に 廻して、 東 山 少尉の 部下 は、 敵慨心 

ゆうう つ 

を 起す 前に、 悒鬱 にならない わけに ゆかなかった。 

向う の 集団 は、 二手に 別れた。 一隊 は、 局舎の 周囲 



を、 ダル ダル 廻って は、 しきりに 発砲して いた。 他の 

は えんごぶ つ 

一 隊は、 地に 匍い 局舎 を 掩護 物にして、 ジ リジリ と、 

こっち を 向いて 進撃して きた。 

少尉の 部下 は、 イラ イラして きたが、 少尉 は、 まだ 

発砲の 号令 を 出さなかった。 

てつかぶと かぶ よう 

(たしかに、 おかしい。 あの 兵士 等の、 鉄胄の 被り 様 

あやし ほんと 

は怪 い。 姿勢 も、 よろしくない。 ぅン、 これ は、 真正 

の 軍隊で はない。 それならば、 ょォ しッ) 

う かた 

「撃ち方 用意！」 東 山 少尉 は、 マスク を 取る と、 大声 

に 叫んだ のだった。 「敵 は 陸軍々 人の 服装 をして いる 

ふてい ぐんしゅう かそう 

が、 不逞 群衆の 仮装で あると 認める。 十分に 撃ちまく 



せきしょくとう とも いたお 

ち は、 赤色 灯 点る 局舎の あちらこちらに、 射斃 され、 

非戦闘員 である 機械 係り や、 アナ ゥンサ ー は、 不 抵抗 

を 表明した。 こうして、 JOAK は、 不可解な 一隊に、 

占領され てし ま つたの だった。 

しかし、 どうした もの か、 局舎のう ちに は、 塩 原 参 

謀と、 杉 内 アナ ゥンサ ー の 姿が 見当らなかった。 死骸 

の 中に も、 無論の こと、 二人 を 探し あてる こと は、 出 

来なかった。 

「さあ、 皆さん」 陸軍の 将校の 服装 をした 男が、 案外 

やさしい 声で、 第一 演奏 室の 真中に 立って 叫んだ。 「放 

送 局の 衆 は、 こっちへ 並んで 下さい。 同志 は、 あっち 



うに。 で 皆さん、 僕達 同志 は、 そういう 意味に 於 

て、 この 機会に 世に出た ので ある。 雷 門 を 中心とし、 

下 谷、 浅 草、 本 所、 深 川の 方面で は、 同志が 三 万人 か 

ら 出来た。 貴方た ち も、 加盟して t 戴きたい。 どうで 

す！」 

局員 は、 申 合わせた ように、 黙って いた。 

「返事がなければ」 と、 例の 男が、 たちまち 恐ろしい 

面 を 輝 していった。 「主義 反対と 見なします ぞ。 わ 

れ われが、 道々 執って 来たと 同じ 方法に より、 主義 反 

対の 者の 解消 を 要求す る」 

キラ リと、 ル バシカ 男の 手に、 短銃が 光った。 



そろく 

そもそも、 あの 善良なる 素 六 少年と、 モダン 娘の 

紅 子と は、 一体 どうした 訳で、 こんな 一団に 加わって 

いるので あろう か。 

したまち ほうめん 

それに ついては、 空襲 下の 下町 方面の 情況に ついて、 

少しば かり 述べて 置かねば ならない。 

ゲ— ぺ— ゥ— しんにゅう 

G • P • U の 侵入 

下町 方面 は、 古くから、 空襲 教練が、 たいへん 行 届 



いている 模範的の 区域だった。 たびたびの 防空 演習に、 

町の 人々 は、 いつも 総出で 参加した。 すこし 芝居 好き 

のと ころ は、 あつたに しても、 あれほど 熱心に、 灯火 

こくしょく おしいれ 

管制の 用意に 黒色 電灯 カバ ー を 作ったり、 押入 を改 

造して、 防毒 室 を 設けた リ、 配電所に 特別の スィッチ 

もう おし 

を 設けたり して、 骨身 を惜 まな いのは、 感心に たえな 

かった。 

それが、 あの 本物の 空襲 下に 曝されて、 どこの 区域 

よりも 二三 倍が た、 混乱ぶ りの ひどかった こと は、 ま 

, J とに 意外の 出来，、 y J とだった。 そ のよう な大 混乱 の 元 

は、 なんで あるかと いうと 第一に、 いつもの 演習 は、 



だった。 

弦 三 は、 なんの こと はない、 死の 一歩 を 踏み だした 

ような ものだった。 まず 艇け つけた 地下鉄の 中で、 彼 

は、 避難 群衆に、 不穏の 気が、 みなぎつ ている こと を、 

ヽ， ち は、 o- 

逸早く 見て とった のだった。 弦 三の 乗り こんだ 地下 電 

ふるまい 

車が、 構内 を 離れて 間もなく、 不穏分子の 振舞 は、 

露骨に なつ て 行った。 

兼ねて、 手 害が できて いた ものと 見え、 地下鉄の 駅 

長 は、 避難して くる 群衆 を、 無制限に 地下 構内へ 入れ 

すぎる という、 極く つまらない 理窟 を もって、 群衆の 

ふくろ だた 

袋叩きに 合った のだった。 暴徒の 一 味 は、 群衆が、 興 



奮した 様子に つけこんで、 今度 は、 切符売場 を 襲撃し 

たのだった。 金庫 は、 みるみる 破壊され、 銀貨 や 紙幣 

が、 バラ バラと 撒き 散され た。 群衆 は 恐 さも 忘れて、 

慾 心 まるだしに、 金庫 を 目 懸けて 突進した。 五十 銭 銀 

てのひら 

貨を 一枚で も、 掌 の 中に つかんだ もの は、 強奪の 快 

感の 捕虜と なって、 ますます 興奮 を、 つのらせて 行つ 

た。 五 円 紙幣 を 手に入れ たもの は、 顔まで が、 悪魔の 

じゅ-つ しん 

弟子の ようになった。 獣心が、 檻 を 破り、 ムラ ムラと、 

飛び だした。 一味の 者 は、 細心の 注意 を もって、 機会 

を 見て は、 巧みに、 煽動した。 居合わせた 婦女子 は、 

おどろ しっしん 

駭 きの あまりに、 失心す る 者が 多かった。 正義 人道 



を 口にする ものが、 四 五 人 もいて 頑張れば、 群衆の 冷 

静さ を、 幾分 とりもどせ たろうと 思われた が、 誰もが 

ぼうぜんじしつ あやま 

呆然 自失して いて、 適当な 処置 を 誤った のだった。 

一味の 計画 は、 すっかり、 図に 当った。 

「XX 人が、 本当に 暴れ だした ぞォ」 

「東京 巿民 は、 愚図愚図して いると、 毒 瓦斯で、 全滅 

する ぞ。 兵営に、 防毒 マスクが、 沢山 貯蔵され ている 

から、 押 駆けろ ッ」 

「デバ ー トを 襲撃して、 吾等の 払った 利益 をと りかえ 

せ」 

「国防 力がない のなら、 戦争 を 中止し ろッ」 



「放送局 を 占領し ろッ」 

などと、 さまざまな、 不穏 指令が、 街頭に 流布され 

た。 

警官隊 も、 青年団 も、 敵機の 帝都 爆撃にば かり、 注 

意力が 向いて いて、 暴徒が 芽 を だし はじめた ときに、 

さ つ そく 

早速 I 刈りと る ことに 気がつかなかった。 

暴徒 一味の 煽動 は、 さまざまの 好餌 を、 巿 民の 中に 

ひけら かし、 善良な 人達まで が、 羊の 皮 を 被った 狼に 

だま 

騙されて、 襲撃 団の 中に 参加した の は、 物事が 間違う 

頃合いに も 程が あると、 後に なって 慨 かれた ところ 

だった。 



ハツ キリと、 加盟 団の 指令が 出た ときには 若い 人達 

は、 やっと 気がついた。 だが、 それ は、 もう 遅かった。 

幹部の 手に は、 物々 しい 武器が 握られて いた。 反抗し 

たが 最後、 その 兇器が 物 を 云う こと は、 いくら 若い 連 

中に もよ く 解った。 

紅 子と 素 六と は、 恐怖と 反省と に 責められながら、 

放送 室の 一 隅に、 突立って いた。 

おに かわそうた 

放送局 襲撃 隊の 指導者 は、 鬼川壮 太と いった。 

「放送 準備 は、 まだ 出来ない のか ネ」 鬼 川 は 団員の 一 

プ J Irt 、 」 こ o 

ン /V 1111 口 レ / 

「もう 直ぐです」 団員 は 答えた。 「いま、 水冷 管に 冷却 



ゥンス をして 舆れ 給え」 

保 狸 口と 呼ばれた 団員 は、 ニヤ ニヤと 笑う と、 ポケッ 

ト から 細く 折った 半紙 をと り 出して、 マイクロフォン 

の 前に 立った。 

「J、 o、 A、 K」 

素 六 や 紅 子た ち は、 その 声 を、 何処かで、 聞き覚え 

の ある 声 だと 思った。 

「大変お 待たせ をいた しました」 保 狸 口 は 云う の だつ 

た。 「唯今 やっと、 放送 許可が 出ました ような 次第で 

ございます」 

素 六 は、 やっと、 気がついた。 保 狸 口と いう 男 は、 



地声 か、 声帯模写 か はしらな いが、 声 だけ 聞いて いる 

と、 なんの こと はない、 放送局の 杉 内 アナ ゥンサ ー と、 

区別の つかない 程 似た 声音 を もって 居り、 その 音の 

抑揚に 至って は、 よくも 真似た もの だと、 感心 させら 

れた。 この 放送 を 聞いた もの は、 JOAK が 例の 調子 

で、 放送 を やって いるものと、 簡単に 信じる だろうと 

思われた。 

それにしても、 保 狸 口 は、 これから 一体 何事 を 喋ろ 

うとい うの だ。 

「第一に、 申 上げます こと は、 皆さん、 御 安心 下さい。 

マニラ 飛行 聯隊の 帝都 空襲 は、 一と 先ず 一 段落 を つげ 



うまく 行ったら しい。 同志、 出て 来て 見ろ！」 

ヮッ というと、 誰も 彼 もが、 表へ とびだした。 

なるほど、 今まで 暗澹と していた 空間に、 あちこち 

と、 馴染の ある 電灯が、 輝き だした。 電灯が 点いて み 

ると、 全巿を 焦土と 化して しまった かと 思われた 火災 

も 案外、 局部に 限られて いる ことが、 判った。 

「ラジオが、 聞え たぞ」 

「電灯 も 点いた ぞ」 

巿民 は、 聞き なれた アナ ゥン サ— (だと 思った) の 

声 を 聞き、 母の 懐 のようにな つかしい 電灯の 光 を 浴 

びて 俄かに 元気 をと りかえ したの だった。 



参謀長に、 暗に 警告 を 発した。 

「うん、 判って る」 参謀長 は、 言葉 をのんだ。 「だが、 

気をつけて、 口 をき けよ」 

しゅくぜん きょしゅ 

「は ッ」 参謀 は、 粛然として、 挙手の 礼 をした。 (参 

謀 長 も、 飛行隊の 出動命令に、 不満 を 持って いられる 

んじ や) と 思った。 

「司令官の 御 心配 は、 近くに 起る 太平洋 方面からの 襲 

撃 を 顧慮 さ れ ての ことじ や」 

「そうで もありましょう。 しかし、 快速 を もった 敵機 

に対して、 性能と もに 劣った 九 二 式 や 九 三 式で、 

太刀打ちが 出来る 道理が ありません。 帝都の 撃滅 は、 



卓子へ 帰って きた。 

(閣下 は、 どうかして 居られる) 

参謀長 は、 湯 河原 高級 副官 の 姿 を 探し もとめた が、 

室内に は 見えなかった。 

(副官まで が、 どうかし ている ナ) 

ムラ ムラと 湧き あがって くる 焦燥 感を、 グッと 抑 

えつけ、 傍 を 見る と、 年若い 参謀 は、 満面 を 朱に し 

て、 拳 を 握って いた。 参謀長 は、 は ッと気 を 取 直した。 

「草津 参謀」 彼 は 一 人の 参謀に 呼びかけた。 

「帝都の 火災 は、 どういう 状況に あるか」 

「はい ッ」 参謀 は、 大 東京 区域 図 を バリ バリ 音 させて、 



「どう あ つ て も？」 

「くどい、 参謀長！」 

俄然、 司令部の 広間 は、 殺気立った。 

将校 連 は、 二 派に 別れて、 司令官と、 参謀長の 背後 

に、 睨みあった。 

ふしょう るいらん 

何とい う 不祥な 出来 > 」 とだろ う。 帝都 の 運命が 累卵 

の危 きに あるのに、 その 生命線 を 握る 警備 司令部に、 

この 醜い 争闘が 起る と は。 

さすが 

流石に、 教養の ある 将校た ちの ことと て、 無暗に、 

拳銃 を擬 したり、 軍刀 を ひらめかした リ はしなかった 

が、 司令官 か、 参謀長 かの 一 言 さえ あれば、 刹那に、 



司令部の 広間に は、 流血の 大 惨事が、 捲き おこる とい 

う、 非常に 緊迫した 重大な 危機に、 立 至った。 

司令官の 顔 は、 紙の ように 蒼 ざめ て、 唇が ヮナ ヮナ 

と 震えて 来た。 

まんめん しゅ どちょう 

参謀長 は、 満面 朱 を 塗った ように 怒張し、 その 爆発 

を、 紙一枚 手前で、 堪えて いるよう であった。 

n ッ、 n ッ。 

扉に ノックの 響が あった。 

室内の、 息づ まるよう な 緊張が、 爆発の 直前に、 

ちょ つと 緩んだ という 形であった。 

やがて、 扉 は、 静かに 開いた。 



それ は、 たしかに 空虚であった。 

ぬ あな 

司令部の 人達が、 誰も 知らない 脱け 孔を 発見す る ま 

でに は、 やや 時間が、 かかった。 追跡して 行った もの 

も、 遂に 得る ところがなかった。 

ま - つた ヽ 

頭部に、 白い 繃帯 を 捲いた 本物の 別府 司令官 は、 静 

かに、 腰を下ろした。 

「閣下」 参謀長が、 厳粛な 表情 をして 云った。 「どう 

なされました のです かッ」 

「うん、 心配 を させた のう。 夕方、 放送局から 帰り、 

この 地下室へ 到着して から、 洗面所へ、 手 を 洗いに 行つ 

たと ころ を、 やっつけられた。 なって いない ナ。 別府 



にも、 焼きが、 まわった ようじ や」 

「相手 は、 何者であります か」 参謀長 は、 畳み こむ よ 

うに、 訊いた。 

「湯 河原 中佐に、 聞け。 G • P • U の 仕業 じ やという 

ことじ や」 

「なに、 G • P • U ！」 

G • P . U というの は、 労農 ロシアの 警察 隊 のこと 

しゅんら つ 

だった。 その 峻辣 〔# 「峻 辣」 は 底本で は 「峻竦 匕 なる 

たんぼう そしき 

直接行動と、 驚歎す ベ き 探訪 組織と を も つ て 有名な 特 

務 機関だった。 日本国内に、 G • P • U が、 潜入して 

うわさ 

いると いう 噂が、 前々 からあった けれど、 まさか 警備 



備隊へ 発砲した。 吾が 守備隊 は、 直に 応戦し、 敵 を 撃 

退 中で ある」 

参謀た ち は、 めいめい 肯き 合った。 

「次に、 アラスカ 飛行 聯隊 は、 午後 十 時、 北海道、 

ねむろ わん つがる かいきょう 

根 室 湾 を、 占領した。 聯隊 は、 更に、 津軽 海峡 を 征服 

し、 青森県 大湊 要港 を 占拠 せん ものと、 機会 を 窺つ 

ている 模様で ある」 

(ああ、 内地まで も、 敵機の 蹂躪 に 合う のか！) 参謀 

たち は、 唇 を嚙ん だ。 

「もう 一 つ、 帝都 を 襲撃した マニラ 飛行 第 四 聯隊 は、 

十七 機 を 集結し、 浦 塩 斯徳に 向け、 引 楊 中で ある」 



まんしんそうい は 

に 満身創痍の 観 ある 日本 帝国 は、 果して 跳ね かえす だ 

けの 力が あるだろう か。 

建国 二 千 六 百年の 大日 本の 運命 は、 死 か、 はたまた 

生か！ 

と かく よう や 

それ は 兎も角と して、 今、 帝都の 空 は、 漸く 薄明り 

がさして 来た。 もう 一時間と 経たない うちに、 空襲に 

ふ う ぼ う だいと うき よ う 

よ つ て 風貌 を 一 変した 重病 者 「 大 東京 」 のむ ごたら し 

ばくろ はつ こ-つ 

い 姿が、 曝露しょう としてい る。 白光の 下に、 その 

さんじょう せいし 

^状 を 正視し 得る 巿民 は、 何人 ある ことであろう か。 



あかつき ていさつ 

暁 の 偵察 

昭和 十 X 年 五月 十五 日の 夜、 帝都 は、 来 国軍の ため 

に、 爆撃 さる —— 

と、 日本国民 は、 建国 二 千 六 百年の、 光輝 ある 国史 

の 上に、 これ はまた 決して 書きた く はない 文句 を、 血 

と 涙と 泥 を 捏ね あわせて、 記さねば ならなかった。 

かくて、 カレンダ ー は、 ポロ リと 一 枚の 日附を 落と 

し、 やがて、 東の 空が、 だんだんと 白みが かってき た。 

あまりに も 凄惨なる 暁だった。 生き残った 帝都 市民に 



ろうばい 

良 貝 ひ.^」。 

巿 街の、 あちこちに は、 真黒の 太い 煙が、 モク モク 

と あがり、 いつ 消える とも 判らぬ 火災が 辻から 辻へ と、 

燃え 拡がって いた。 

うちおと いか リ 

射墜 された 敵機の 周囲に は、 激しい 怒 に 燃え あがつ 

いしゅう きょく 

た 市民が 螬集 して、 プロペラ を 折り、 機 翼 を 裂き、 そ 

あきた したじき とうじょうし ようこう 

れ にも 慊ら ず、 機の 下敷に なって いる 搭乗 将校の 

わめ う かか 

死体 を 引 張り だすと、 ヮッと 喚いて、 打ち 懸 つた。 

し し はず か ことわざ 

「死屍 を 辱し めず」 という 諺 を 忘れた わけで はな 

かった が、 非戦闘員 である 彼等 市民の 上に 加えられた 

さくやら I 

昨夜 来の、 米国 空軍の 暴虐 振りに 対して、 どうに も 我 



しお ばらさん ぼう 

は、 警備 司令部 付の、 塩 原 参謀だった。 

「はい ッ、 では、 もう 一 一 百メ— トル、 下降いた しまし よ 

う」 

浅 川 曹長 は、 左手 を 頭上に 高く あげる と、 僚機の 注 

うな 力 ひた リ. la- いへ |> 

目 を 促し、 それから 腕 を 左 水平に 倒す と、 手首 を 二 

とたん さ 

三度 振った。 途端に、 彼の 乗って いる 司令 機 は、 下げ 

舵 をと つて、 静かに 機首 を 左へ 廻した のだった。 あと 

に 随ぅー 一機 も、 グッと 旋回 を 始めたら しく、 プロべ ラ 

うな 

が 重苦しい 呻り 声 を あげてい るの が、 聞え た。 

「これ は、 ますます、 ひどい な」 そう 云った の は、 側 

の 湯 河原 中佐だった。 



しょ-つ いだん どくガス だん 

「敵の 計画で は、 焼夷弾と 毒 瓦斯 弾と で 一 気に、 帝都 

ぼくめつ 

を 撲滅す るつ もりだった らしいで すな。 爆弾 は、 割に 

尠ぃ。 弾痕と 被害 程度と を 比較して 、判ります」 塩 原 

参謀 は、 指先で、 コッコ ッと窓 硝子 をつつ いた。 

「なにしろ、 帝都の 巿民 は、 今日に なって、 防空 問題 

に、 目 醒めた ことだろう が、 こんなに なって は、 もう 

既に 遅い。 彼等 は、 飛行機の 飛んで くるお 祭り さわぎ 

の 防空 演習 は、 大好きだった が、 防毒 演習と か、 避難 

演習の ように、 地味な こと は、 嫌いだった。 満洲 事変 

シャン ハイ まっただなか 

や 上海 事変の、 真 唯 中 こそ、 高射砲 や、 愛国 号の 献金 

はんとし 

をした が、 半 歳、 一年と、 月日が 経つ に 従って、 興奮 



空 演習 を、 唯の 一度 もやって いなかつ たという こと は、 

何とい う 遺憾、 何とい う 恥辱だった でしよう」 

i-J くん 

「貴君の 云う とおり だ。 もしも、 帝都と して 防空 演習 

を 充分に やって 置いたら、 昨夜の ような 空襲 をう けて 

も、 あれほどの 大事に はならなかった ろう。 火災 も、 

もっと 少 かったろう。 徒 に、 圧し合い へし 合い、 郊 

外へ 逃げ出す こと もなかった ろうから、 人命の 犠牲 も、 

ずっと 少 かったろう。 流言 輩 語に 迷わされて 浅 間し い 

まさか 

行動 をす る 人 も、 真逆、 あれほど 多くはなかった ろう」 

湯 河原 中佐と、 塩 原 参謀 は、 偵察機 上から、 思わず 

ひふん なみだ 

悲憤の 泪を 流した ことだった。 



あさく さ 

「浅 草の 上空です」 浅 川 曹長が、 伝声管から 注意した。 

「うん、 浅 川 曹長。 お前の 家 は、 浅 草に あると 云った 

な」 中佐が、 不図 気がついて 云った。 

「そうであります」 曹長の 声 は、 すこし 慄ぇを 帯びて 

力みな リ もん はな 力ね. ど 

いた。 「雷 門 附近の、 花 川 戸と いうと ころで ありま 

す」 

「どう だ、 お前の 家の 辺 は、 見える かね」 

中佐 は、 胸に かけて いた プリズム 双眼鏡 を 外して、 

曹長の 方へ、 さし 出した。 

「は ッ」 曹長 は、 一 礼して それ を 受けと ると、 機上 か 

ら 上半身 を 乗り だして、 遥かの 下界 を 向いて 双眼鏡の 



突然、 眼の いい 塩 原 参謀が、 怒鳴った。 

「なに £:」 中佐 は、 参謀の 指す 彼方 を、 注視した。 

ちゃ みず ほリ 

「御覧なさい、 中佐 殿。 お茶の水の 濠の 中から、 何 か、 

キラ キラ 閃 いている ものが あります」 

「なるほど、 何 か 閃いて いるね。 おお、 君 あれ は、 信 

号ら しい ぞ」 

「信号です か」 参謀 は、 双眼鏡 を あてて、 その 閃いて 

いるもの を 注目した。 

ピカ、 ピカ、 ピカ、 ピカ— ッ、 ピカ。 それ を 繰返し 

ている。 それ は聖 橋と、 お茶の水との 中間に あたる 

ぜっぺき くさむら 

絶壁の、 草叢の 中から だった。 



先刻から 用意して いた 白紙に、 鉛筆 を 走らせて いた。 

鱸て、 地上の 信号 を、 翻訳し 終った ものと 見え、 一 

枚の 紙が、 中佐のと ころへ、 届けられた。 さて、 そこ 

に 書き 綴られた 文章 は —— 

「レイノ ジケン ニッキ、 シキ ユウ、 セキ ガイ セン シャ 

シン サ ツエ イタ ノム。 サッ エイ ハン ィハ、 ヒジ リバ シ 

ヨリス イド ー バシ ニイ タル ソト ボリ ェン ガン 一 タイ。 

コゥ ドウ 二、 チュウ ィ ァレ。 ェ ムニ 一一」 

(例の 事件に つき、 至急、 赤外線写真 撮影 を 頼む。 撮 

ひじ リ ばし すいどう ばし そとぼり えんがん 

影 範囲 は、 聖 橋より 水道 橋に 至る 外濠 沿岸 一帯。 行 

動に 注意 あれ。 M^^) 



「これ は 容易なら ぬ 通信です ね」 参謀が、 キッと 口 を 

結んで 中佐の 顔 を 見た。 

「うん —— 」 中佐 は、 何 か 考えて いる 風だった。 「Mn 

て、 誰です？」 

「 —— 赤外線写真 撮影 用意！」 湯 河原 中佐 は、 参謀の 

問に 答えないで、 通信 兵に、 命令 を 発した。 「それから、 

浅 川 曹長、 機首 を 右に 曲げ、 航路 外に 出で、 二分 間し 

たら、 元の 場所へ 帰って来 るんだ。 それから 空中 撮影 

を 始める から、 外濠に ついて、 廻って ゆく こと。 速度 

は 五十 キロまで 下げ るんだ ぞ」 

「判りました」 曹長 は、 ハツ キリ 答えて、 急 旋回の 合 



図 を、 後に ついて くる 僚機の 方に した。 

「塩 原 君」 と、 中佐 は 始めて、 参謀の 方 を 向いて、 莞爾 

とした。 「今夜 あたり、 面白い 話が 聞け るか も、 知れな 

いよ」 

ぼ むらたん てい たい ウルフ 

帆 村 探偵 対 狼 

かんだ する がだい びょう いんまち 

神 田 駿河台 は、 俗に、 病院 街と いわれる。 それほど、 

XX 産婦人科 とか、 XX 胃腸 病院と か、 XX 耳鼻 医院 



ルクホ ー ルゃ、 喫茶店 や、 カフェ や、 麻雀 倶楽部 や、 

活動 館 や、 雑貨店 や、 ダンス ホ ー ルが、 軒に 軒 を 重ね 

あわせて 並んで いた。 流石に、 今日は、 店 を 閉めて い 

ると ころが、 少 くはなかった が、 中には、 東京 人 特有 

どきょう ふと ベ んぎ 

の 度胸 太 さで、 半ば 犠牲的に、 避難民の ために、 便宜 

を はかって いる 家 も、 見う けられた。 

キヤ バレ. ィ ー グル も、 そのうちの 一軒だった。 

この キヤ バレ • ィー グル という 家 は、 カフェと レ 

ビュ— 館との、 中間み たいな 家だった。 お 酒 を 呑んだ 

り、 チキンの 皿 を 抱えながら、 美しい 踊り子の 舞踊が 

見られたり、 そうかと 思う と、 お 客た ちが、 てんでに 



席 を 立って、 ダンス をしたり する ことが 出来た。 随っ 

て、 ここの 客 は、 若い 婦人と、 三十 過ぎの 男と が 多 かつ 

た。 そして、 どちら かとい うと、 不良が かった 色彩 を 

帯びて いる こと も、 否めなかった ので ある。 

か ちゅうちょ 

彼の 青年 は、 何の 躊躇 もな く、 ィ ー ダルの 入口 をく 

ぐった。 

おおげさ おどろ 

支配人が、 大袈裟に、 さも 駭 いた 恰好 をす ると、 急 

いで 近よ つた。 

だんしゃく 

「まあ、 ようこそ。 男爵 さま。 」 

うや-つや 

支配人 は、 恭々 しく 手 を 出して、 青年の 帽子 を 受け 

とった。 



「誰か、 来て ないか」 

「どなた も、 見えません です。 なにしろ、 この 騒動の 

中です から ナ」 

「手紙 も、 来て ないか しら」 

ま S み だる 

「手紙と いえば、 真 弓が、 なに かビ ー ル 樽から、 こと 

づ かった ようで したが …… 」 

「そうか。 真 弓 を 呼べ」 

支配人 は、 奥の 方 を 向いて、 

「真 弓 さァ— ん」 

と 声をかけた。 

「は— ィ」 



なかった。 

「おい、 真 弓。 手紙 を 読む 間、 あっちへ いっとれ」 男 

爵は、 真 弓の 頰っぺ た を、 指の 先で、 ちょいと、 つつ 

いた。 

「うん —— 」 真 弓 は、 だしぬけに、 男爵の 首ッ 玉に 嚙 

あ 

リ つくと、 呀ッ という 間に、 チュッ と 音 を させて、 

接吻 を 盗んだ。 

ば か まんざら 

「莫迦 —— 」 男爵 は、 満更でもない 様子で、 ニヤ リと 

笑って、 真 弓の 逃げて ゆく あと を、 見送った。 

それから 男爵 は、 急いで、 入口の 力 ー テン を 引いた- 

びんしょう ふところ 

次に 彼 は、 驚くべき 敏捷 さで もって、 内 懐から、 黄色 



い 手袋 を 出して 嵌め、 そして どこに 隠して あつたの か、 

つ ま 

マスク を ひょいと 被る と、 例の 封筒 を 指先で 摘み あげ 

て、 端の 方 を、 鉄で、 静かに 截り 開いた。 封筒の 中 か 

らは、 四つに 折 畳んだ レタ ー ぺ ー パ ー と、 百 円 紙幣と 

が 出て 来た。 紙幣の 方 は、 そのまま、 封筒に かえし、 

彼 は 手紙の 方 をと りあげて、 おそるおそる 開いた。 

(ちえ ッ。 白紙で やが る！) 

彼 は、 何にも 文字の 書いて ない 白紙 を 卓子の 上に 拡 

げ ると、 衣囊の 中から、 青い 液体の 入った 小さい 壜を 

取 出した。 その 栓を ぬいて 紙面に、 ふりかけ ようとし 

た。 丁度、 そのと きだった。 



「ピュ 1 ッ、 ピュ 1 ッ」 

と、 窓外に、 口笛が 鳴った。 

青年 は、 ひどく 周章て て、 席 を 立とうと したが、 卓 

上の、 手紙な ど を、 懐中に 入れよう か、 どうしょ うか 

ちゆ-つちよ 

と、 躊躇した。 が 結局、 手紙 も、 金 も、 小壜 まで、 そ 

のま まにして、 力 ー テンの 外へ、 艇け 出して いった。 

それと 入れち がいに、 大きな 坊主頭が、 ニュッ と、 

力 ー テンの 中に 入って きた。 彼 は 素早く、 封筒の 中へ、 

フッと 息 を 入れ 百 円 紙幣 を 抜き出す と、 封筒 だけ は、 

元の 卓子の 上へ 抛り 出した。 ところが、 運 わるく それ 

が、 小壜に 触れて、 バタリと 倒して しまった。 青い 液 



お父さん や、 子供 を、 大事に しろ」 

「これで も、 あたし、 古い 型の 女よ。 帰ったら、 いい 

ママになります わ」 

「それが いい」 男爵 は、 運転手の 方へ 向いて 停車 を 命 

じた。 

「では、 所長」 と 運転手 は、 降リ 立った 男爵に 声 を か 

いばらぎけん 

けた。 「たしかに、 御 婦人 を、 茨城県 〔# ルビの 「いばら 

い そ ざき 

ぎけん」 は ママ〕 磯崎まで、 送りと どけて 参ります」 

「どうか、 頼んだ ぞ」 

「それじゃ、 サョ ナラ。 あたしの、 男爵 さま —— では 

ほむら そうろく 

無かった、 帆 村荘六 様」 



ごけん ざ い 

「御 健在に —— 」 

青年 は、 小さくな つて ゆく、 自動車の 方に 手 を 振つ 

あだな ゲ I ぺ— 

た。 「男爵」 というの は、 無論、 綽名であって、 G . P • 

U の 日本 派遣隊の 集合 所と 睨まれる キヤ バレ . ィ ー グ 

ふりょう なかま 

ルに 於け る 不良 仲間と しての 呼び名だった。 そこで、 

彼 は 巧みに、 狼 を 隊長と する 彼の 一 団に 近づき、 国際 

的 陰謀の 謎 を、 解きつつ あった。 「男爵」 と 呼ばれる 彼 

の 本名 は、 帆村荘 六。 軍部に 属する 特務機関 としての 

記号 を Ms という。 このところ、 数年の 間に、 めきめ 

きと 売出した 若手の 私立探偵 であつ た。 

記憶の よい 読者 は、 彼が、 いつの 間に か、 東京 警備 



司令部の 地下街に 忍び こんでい たこと や、 今朝方の こ 

と、 お茶の水 附近で、 湯 河原 中佐 や 塩 原 参謀の 乗って 

いた 偵察機に、 赤外線写真の 撮影 を 依頼した こと を、 

思い出される に違いない。 

帆 村 探偵の 任務 は、 大日 本 帝国の 体内に 潜行して い 

ろうのう ゲ— ぺ— ゥ I 

る 労農 ロシアの 特別 警察 隊、 G • P • U の 本拠 をつ き、 

ウルフ ほばく 

「狼」 といわれる 団長 以下 を、 捕縛す るのに あった。 

その 「狼」 は 紅 子 を 伴って 歩いて いるら しい 話で あつ 

たが、 彼 こそ は、 先に、 東京 警備 司令官 別府 九州 造に 

変装して マニラ 飛行 聯隊 空襲の 夜の、 帝都 警備 権 を、 

自分の 掌中に 握って いた 怪人物だった。 



からの 通信が、 いつもの 二倍に なり 三倍に なり、 尚 も 

グ ングン 殖えて 行った。 電信機 は、 火の ように 熱して 

来た。 側に 立って いる 通信 兵員 はシ リンダ ー や、 歯車 

の あたりに、 絶えず 滑 動 油 を、 さして やる のであった- 

「次 は 北満 軍司令部からの、 報告であります」 有 馬 参 

謀 長 は、 本物の 別府 司令官の 前に、 直立した。 「金 沢、 

ひろさき 

字 都宫、 弘 前の 各 師団より 成る 北満 軍 主力 は、 本日 午 

こうあんれ い 

後 四時 を もって、 興 安嶺を 突破せ リ。 これより、 

ぜんつう じ ハイラル マン チ ユリ 

善 通 寺 支隊と 呼応し、 海 拉爾、 満州 里方 面に 進撃 せん 

とす。 終リ」 

うなず 

別府 司令官 は、 静かに 肯 いた。 



はく 

だった。 飛行船と いえば、 ツェッペリン 伯 号 を、 帝都 

上空に 仰いだ ことの ある 日本国民だった。 ロス アン ゼ 

ルス 号 は 〔# 「号 は」 は 底本で は 「号 匕 ツェッペリン 伯 

号の 姉妹 船、 アクロン 号、 サン タ バル バラ 号 は、 それ 

よりも 二倍 近い、 巨大な もの、 パタビ ウス 号に 至って 

ぼうだい 

は、 空の 帝王と 呼ばれる 途方 もな く 筵 大な全 鋼鉄の 怪 

物で、 爆弾 だけで も、 五十 噸 近く、 積み こんでい ると 

ものすご 

いう 物凄い 飛行船だった。 

ひて き 

日本 陸軍に も、 海軍に もこれ に 比 敵す る 飛行船 は、 

せき 一 

一隻 もなかった。 極く 小さい 軟式 飛行船が、 二三 隻海 

わし すずめ 

軍に あつたが、 それ は、 鷲の 側に よった 雀に も 及ばな 



かった。 

兼ねて、 襲来す るか もしれ ない と 思われて いたので 

あるが、 いま 斯うして、 北海道と、 青森県の、 ほぼ 中 

間を覘 つて、 大挙 襲来して いるの を 知って は、 流石に、 

せんりつ 

戦慄 を 感じない わけに 行かなかった。 

ぼう だ い 

(あの 趁大な 爆弾 を、 どこに 落す のだろう か？) 

恐らく 合計して 百噸の 上に のぼる、 爆弾だった。 帝 

都で さえ 五噸の 爆弾で、 灰燼になる 害であった。 百噸 

ぼうそう はんとう ち ぎ 

を 一 度に 投下 するとき は、 房 総 半島なん か、 千切れて 

飛んで しまい そうに、 思われた。 

せんりつ あたい 

この 戦 1^ に 値する 報告書 を 前に、 司令部の 幕僚 は、 



ふてい だん しゅ-つき 

不逞 団の 秘密と いう 臭気 を 持って いるので す。 紅 子の 

方 は、 それ を 嗅ぎ わける、 鋭い 鼻の ような ものです。 

常人に は、 嗅いでも わからな いのに、 特異性 を もった 

紅 子の ような 霊媒 を 使う と、 わか るんで す」 

「帆 村 君 は、 それで、 何 を 発見した のじ や」 

ぎぶ つ 

「彼 は、 第一 に、 閣下の 偽物が、 司令部に 頑張って い 

る こと を 知りました。 これ は、 わたくし も、 既に 気が 

なるほど 

ついていた ことだった ので、 成程と、 信用が 出来た の 

です」 

「ほほう、 君 も、 偽 司令官 を 知っていた のかい」 司令 

官は、 意外な 話に、 驚いた のだった。 



に は、 誰も 知らない ことで、 筆者 も、 それ 以上、 書く 

こと を 許されな いので ある。 

鬼に 角、 それ は、 三千 年の 昔より、 神国 日本に、 し 

ばし ば 現れた る 天佑の 一 つであった。 

「帆 村 君 は、 もう 一 つ、 大きな 秘密 を、 探ぐ り 出した 

のです」 中佐 は、 夢から 醒めた ように、 語 をつ いだ。 

司令官 は、 静かに、 喘いだ。 

「それ は、 G • P • U が、 次に 計画し つ つ あると ころ 

の 陰謀であった のです。 だが、 鬼 川 自身 も、 こっちの 

方に ついては、 あまり 詳しい こと を 知っていなかった 

のです。 唯、 戸波 博士の 研究所が 視 われて いる こと、 



研究所 襲撃の 手段と して、 坑道 を 掘り、 地下から、 爆 

破しょう という 計画の あるの を、 知る ことが 出来た の 

です。 帆 村 君 は、 思う 仔細が あって、 今朝、 紅 子と 手 

を 取って、 勇敢に も、 大 混乱の 市内へ、 飛び出して 行つ 

たのです。 正午 近くに なって、 わたくし 達の、 偵察機 

が、 神 田 上空 を 通る とき、 運よく、 帆 村 君の、 反射鏡 

信号 を、 発見した という わけです」 

中佐 は、 語り 終って、 額，' の 汗 を、 拭った。 

「帆 村 君」 司令官 は、 厳粛な 態度のう ちに、 感激 を 見 

せて、 名探偵の 名 を 呼んだ。 「いろいろと、 御苦労 

じ やった。 なお、 これから も、 お骨折り を、 願います 



不逞 団の 坑道 を 襲撃いた します。 終り」 

「うむ、 冷静に、 やれよ」 

草津 大尉 は、 側らの 架台から、 拳銃の 入った サック 

を 下ろして、 胸に、 斜に 懸けた。 それから、 鉄 冑を被 

リ直 すと、 同室の 僚友に、 軽く 会釈 をし、 静かに 扉 を 

開けて 出て 行った。 

や み う) J め 

闇に 蠢 くもの 



「おいおい、 人聞きの 悪い こと を 云うな よ。 これで も、 

愛国者 だよ」 

「どう だか 判り やしない。 あたし、 明日に なったら、 

お別れす る わ」 

じょうだん せっかく しょたい 

「じょ 冗談、 云うな。 折角、 この 機会に、 世帯 を 持つ 

たの じ やない か」 

「世帯って、 なにが 世帯 さァ。 こんな、 焼 トタンの 

き ゆ ぅぞ -っ か 

急造 バラック にさ。 欠けた 茶碗が 二つに、 半分 割れ 

どがま 

た土签 がー つ、 たった それつ きり、 あんた も、 あたし 

も、 着た きり じ やない の」 

「まだ 有る ぞ。 ほら ラジオ 受信機 I 



「 …… 」 

こめびつ や たまご 

「半焼けの 米櫃、 焼け 来、 そこら を 掘る と、 焼け 卵子 

が 出て くる 害 だ。 みんな この 際、 立派な 食料品 だ」 

「そり や、 お別れし たく はない のよ、 本当 は。 あんた 

は、 失業者で、 あたし は ウェイトレス。 こんな 騒ぎに 

なつ たれば こそ、 あんた も大威 t 張りで、 物 を 拾って 喰 

ベ られ るし サ …… 」 

「オイ オイ」 

「あたし も、 お 店が 焼けち やった から、 出勤し ないで 

あんた の 傍に いられる しサ、 嬉しい に は、 違いない け 

れど …… 」 



「嬉しい ところで、 いい じ やない か」 

「でも、 あんた に は、 愛国心が、 見られな いのが、 残 

念よ」 

「弱った な。 僕 だって、 愛国心に、 燃えて いるんだ ぞ」 

「アクロン 号が、 来る というから、 あたし、 考えた の 

よ」 

「何 を、 考えた の だい」 

おこ ほろ ままごと 

「日本が 興る か 亡ぶ かとい う 非常時に、 お 飯事みたい 

な 同棲 生活に、 酔って いる 場合 じ やない と、 ね」 

「同棲 生活 P 同棲まで、 まだ 行って ない よ。 六 時間 

前に バラック を 建てて、 入った ばかり じ やない か」 



ま つ し ぐら 

暗闇の 千 葉 街道 を、 驀地に、 疾走して いるの は、 

せた や ごうごう わだち 

世田ケ 谷の 自動車 大隊だった。 囂々 たる 轍の 響 は 並 

もう も-つ 

木 を ゆすり、 ヘッド. ライトの 前に、 濛々 たる 土煙 を 

あげていた。 

「もう 七 時 を 廻った ぞ、 山中 中尉」 

せんどうしゃ 

そういつ たの は、 先導 車の 中に、 夜光時計の 文字盤 

を 探って いる 将校の 一 人だった。 

「那須 大尉 どの は、 この 車で、 先行され ます か」 隣り 

にいた 将校が、 尋ねた。 

「先行した いのは、 山々 だが、 本隊との 連絡が、 つか 



「おや、 地盤が、 急に 変った じ やない か。 これ は、 

ひうちいし 

燧石 みたい に 硬い 岩 だ」 

草津 大尉の 声の する 方に、 道 後 少尉が、 懐中電灯 を 

あかち や 

照し つけて みると、 なるほど、 今までの 赭茶 けた 

でいどそう がんそう 

泥土 層 は 無くなって、 濃い 水色 をした、 硬そう な 岩層 

ぜんと さえぎ 

が、 冷え冷えと、 前途 を 遮って いた。 

さく.. がんき ほう 

「こんなと ころに、 鑿岩機が、 抛り 出して あります」 

「こっちの 方に も、 一台、 転がって いる ぞ」 

あきら 

「地盤が、 固くなつ たので、 諦めて、 引上げた のでし よ 

うか」 

「それにして は、 おかしい。 その 辺の 壁 を、 叩いて み 



よう」 

泥が、 バラ バラと、 崩れ落ちた。 

へ.？ たい 

「おお、 これ は £:」 壁 体に、 ポ カリと、 孔が 開いた。 

懐中電灯 を、 さし 入れて 見る と、 その 孔は 上り 気味 

になって いる。 

うなが なお 

草津 大尉 は、 道 後 少尉 を 促して、 尚 も 恐れず、 前進 

して 行った。 

ゆ どま 

「行き 停り だ」 

「押して 見ましょう」 

つめた 

ガラ ガラと 音が して、 冷い 風が、 ス ー と 入って きた- 

「いよいよ 地上へ 出たら しい」 



薄暗い 廊下 灯の 蔭に、 猿轡 を嚙 まされ 手足 を 縛 さ 

れて 転って いる 一人の 男が あった。 その外に、 人影 は、 

見えなかった。 道 後 少尉 は、 倒れて いる 男 を 起して、 

猿轡 をと つて やった。 それ は、 戸波 研究所に、 博士の 

身辺 を 守って いる 害の 山 名山 太郎 だった。 

「早く 階上へ あがって、 窓を検 ベて 下さい」 

山太郎 は、 泣かん ばかりに 喚いた。 

ド ャドャ と、 一同が、 階段 を艇け 上って みると、 三 

階の 西 窓が、 そこ だけ は 歯が 抜けた ように、 硝子 窓が 

開いて 居リ、 頑丈な 一 条の 綱が、 真 向う の XX 産婦 人 

科院 の、 物 乾 台のと ころへ 架け 渡されて いるの が 発見 



候で は、 地上の 光が、 莫迦に 輝いて みえる の だよ」 

大佐 は、 長身 を 折って、 机上の 東洋 大地 図の 上に、 

静かに、 眼 を 走らせた。 その 紙面に は、 先の 世界一周 

のとき に 観測した デ ー タが、 赤 インキで、 詳細に、 書 

き 入れられ てあつた。 

「航空 長、 大 東京への、 距離 は？」 

「西 十 一 キロ 丁度です」 

舵 器 を 執って いる 航空 長 は、 答えた。 

r 呀ッ。 船長 —— 」 観測 鏡 を 握って いる 爆撃 隊長が、 

叫び声 を あげた。 

「どうした。 モンス トン 君」 



「犬 東京が、 灯火 を、 消したん です」 

「やっと 気がつい たものと 見える」 大佐 は、 通信 兵と 

銘を うった 伝声管の 前に 立って、 叫んだ。 「戦闘機 隊 

へ 通報せ い。 襲撃 陣形 をと リ、 戦闘 準備に うつれ」 

アクロン 号 は、 大胆に も、 三千 メ ー トルの 高度まで、 

下降した。 アクロン 号 を とりまく 偵察機 や 戦闘機 は、 

行進, 形 を 解いて、 それぞれ、 襲撃 隊形に うつった。 

偵察機 は、 ぐっと、 後へ引 返して、 アクロン 号の、 両 

翼と、 後方と を 守った。 戦闘機 は 更に 一 千メ— トルの 

高度 をと リ、 見る見る、 速度 を 早めて、 アクロン 号の 

前方に、 進出して 行った。 



予期した 霞ケ 浦の 海軍 航空隊に 属する 空軍 は、 どう 

した もの か、 どの 方面から も、 襲撃して 来なかった。 

「船長、 ごらんなさい」 モンス トン 少佐が 云った。 「下 

に、 電車ら しい ものが、 走って いますよ」 

「なるほど、 スパ ー クも 見える し、 ヘッド • ライト も- 

ぼんやり 見える よう だね」 

「向う の 方に は、 ボッ と、 ギン ザら しい 灯が 見えます 

よ」 

「そんな こと は 無いだろう」 

「でも、 左手に 見える のが シナ ガワ 湾です。 ずっと、 

海と 陸との 境界線が 見える でしよう」 



心 部が、 静かに 動いて くるの を 待った。 

てきぎ 

「適宜、 爆撃 始め！」 

リン ドボ ー ン 船長 は、 いよいよ、 敵国の 都に、 二十 

噸の 爆弾 を、 叩き こむ こと を、 命じた のだった。 

おうむ 

照準 手のと ころへ は、 鸚鵡が えしに、 高声 器が、 モ 

ンス トン 少佐の 号令 を、 送って きた。 

「爆撃 始め ッ！」 

ちょ-つど 

丁度、 その 途端に、 照準 は、 ビタリと、 丸の 内の 中 

心に 落ちた。 

「う うん 」 

照準 手 は、 把手 を、 カチャリと、 下に 引いた。 微か 



に、 船体が、 グッと 持ち あげられ たように 感じた。 三 

個の 重爆 弾が、 発射 孔を 通って、 サ ー ッと、 落下して 

行った。 

一 秒、 二 秒、 三 秒 II 

地上に、 パッ と、 ダ リアの 花が、 開いた ように 感じ 

まっきい さんぜん はな 

た。 真 黄ろ な、 燦然た る、 毒々 しい 華だった。 そこへ、 

「だ、 だ、 だ ー ン、 だ ー ン」 

と、 眼の 醒める ような 大きな 音が して、 船体が、 ギ 

シギシ と 鳴り響いた。 

続いて、 第二 弾、 第三 弾 —— 

うち 

爆弾 室 は、 見る見る 裡に、 空つ ぼに なって 行った。 



るの だ」 

そ さ いきき ゆ う 

「阻 塞 気球の 中へ、 引っぱり 込まれたら しいです。 半 

数 は、 気球から 垂れて いる 綱に、 機体 を 絡めつ けられ、 

進退の 自由 を 失って いるら しいです」 

「なに、 阻 塞 気球 £:」 

「ほら、 御覧なさい。 あすこに、 ヒ ラヒラ している の 

があります」 

「おお、 II 」 と 大佐 は、 窓のと ころに、 艇け よった。 

「あれ は、 大 グランド 大尉の、 赤 鬼 号 じ やない か」 

「や、 ゃッ」 モンス トン 少佐 も、 探照灯に 照し 出され 

まっか 

た、 見覚えの ある、 真紅な 胴体 を もった 飛行機 を 見 付 



よ-つ 

は杳 として 消息 の 判ら な い 聯合 艦隊 だ つ た 。 

みょうこう 

それ も 道理、 アジア 艦隊との 一 戦に、 残念に も 妙 高 

と 金剛と を 喪い、 外に 駆逐艦と 飛行機 を 少々、 尊 ぃ犠 

牲 とする ことによって、 どうやら、 アジア 艦隊の 始末 

をつ ける ことが 出来た のであった。 尚 生残った 敵艦隊 

そうじん 

を掃尽 し、 更に 進んで は、 陸軍の フィリッピ ン 攻略 を 

援助すべき では あつたが、 太平洋 方面の 戦略が 重大で 

まか 

あるた めに、 あと は 第三 艦隊と 特務 潜水 艦隊と に 委せ 

ここに 吾が 聯合 艦隊 は、 針路 を 東に 向け直し たの だつ 

た。 先ず 手近かの、 グアム島 を 占領して、 これで 西 太 

平洋の 制海権 を 収める と、 いよいよ 艦隊 は、 最後の 一 



パ ー ル 軍港に 集結して いた 敵艦隊の 主力 は、 とうとう 

日本 艦隊 を 待って いる 辛抱が でき なくなり、 つい ゥカ 

ゥ 力と、 有力な 根拠地 布哇を 離れる 気になった。 斯う 

して 太平洋 上の ニ大 艦隊 は、 相手 を 求めて 刻一刻と、 

相互の 距離 を 縮めて 行った。 

「いよいよ、 永年 憧れて いた 恋人が、 やって来た ぞ」 

きかん む つ ガン. ル ー ム 

そういつ たの は、 旗艦 陸 奥の 士官 室に、 其の 人 ありと 

ひょうきん せんじ ゆ 

聞え た 剽軽 な 千 手 大尉で あつ た。 

「ほほう、 どの位、 近づいた のか」 バットの 煙 を 輪に 

吹きながら、 戦略家の 藤 戸 大尉が 訊ねた。 

「主力の 位置 は、 本日の 唯今、 北緯 四十 二度、 東経 百 



「うわ ッはッ はッ」 

聞いて いた 二人の 士官が、 腹 を 抱えて 笑い出した。 

リング . フォ— メ I シ ヨン 

「何しろ 相手 は、 輪 形 陣だ、 その 中心の、 その 

ちょっと 

また 中心に いる 航空母艦 だ。 鳥渡、 手軽に は ゆくまい 

な」 

「輪形 陣が、 破れまい と、 確信して いると ころが、 こつ 

ちの 附け目 さ。 ナニ 構う こと はない から、 平気で ドン 

ドン、 飛行機 を 進めて 行く さ、 輪形 陣の 中に、 こっち 

が 入って 行けば 自信 を 裏切られて 吃驚す る。 そこへ、 

着弾 百パ ー セントと いう 特選 爆弾 を 一発、 軽 巡 奴に 御 

馳走して、 マスト 飛び、 大砲 折れ サ、 ヤン キ— が 血 を 



寸き ちょうく 

見て、 いよいよ 腰 をぬ かしてい る 隙に、 長駆、 大 航空 

母艦の 上に、 五 百 キロ 爆弾の ゥンコ を 落とす」 

せんじ ゆ 

「うわ ー ッ、 千 手の 奥の手が 始まった。 もう 判った。 

やめ ィ」 

「おい 千 手。 それが 本当なら、 念のために、 貴公に 

さ つ き 

先刻 報告の あった 米国 聯合 艦隊の 陣容 を、 教えと いて 

やろう」 紙 洗 大尉 は 笑いながら、 ポケットから、 ガリ 

版 刷の 「哨戒，. 隊 報告」 を 拡げて 読み出した。 

「第 六 哨戒 艦 報告」 

「判つ とる。 俺 も 覚えて いるよ」 千 手 大尉が 悲鳴 を あ 

げた。 



ひしょ-つ 

「まァ いい、 聞け。 II 本 艦 搭載の 偵察機 を 飛翔せ し 

め、 赤外線写真 を 以て 撮影せ しめたる 米国 聯合 艦隊の 

陣容 を 報告すべし。 先ず メリ ー ランド、 コロラド、 ゥェ 

スト. バ ー ジ ニァ、 セント ルイス、 ソル トレ ー キ 以下 

せき 

二十 隻の 主力艦 を 中心に、 その 前方に、 大 航空母艦 レ 

キ シン トン、 アルカン タ ー、 シ ルバニ ァ、 レンジ ァ— 

の 四隻、 大 巡洋艦の ポ ー ト ランド、 ニュ ー オリ アンス、 

イリノイ、 フェニックス 以下の 八隻を 配列し、 又 後方 

に は 多数の 特務 艦 を 従え、 その 周囲 三十 キロの 円周 海 

上 は、 四十 キロの 快速 を 持つ 小 航空母艦の 感 ある 七 千 

噸 巡洋艦 二十 五隻を 以て 固め、 更に その 五 キロの 外輪 



を、 二百 隻の 駆逐 艦隊 を 配置し、 別に 八十 隻の 潜水艦 

また こ 

を 奇襲 隊 として 引率し、 又 此の 輪形 陣の 上空 六千メ ー 

トルの 高度に 於て、 メ ー コン、 ラオ コン の両 飛行 船隊 

を 浮べ、 飛行機 全 台数 一 一千 機 中 六 百 台の 偵察機 は 各 母 

ひしょ-つ こうご 

艦より 飛翔して 輪形 陣の 進航 前方 を、 交互 警戒し、 時 

速 三十 キロに て 北西に 向い 航行 中な リ …… 」 

たた 力 力 し 

「それが 本当なら、 こっち も 全く、 戦い 甲斐が あると 

いう もの サ」 千 手 大尉 は、 まだ 減らず口 を 止めな かつ 

た。 

「敵機 三 台に 対し、 こっち は 一台の 割 だな。 敢えて 恐 

れる わけで はない けれど、 数理に 合って いると は、 考 



「うん、 大した ことで は 無い」 彼 は 遂に 口 を 開いた。 

「唯、 天佑と いう ものが 今度の 場合に も、 お 互，" に 必要 

なの だ。 いずれ 判る だろう がね」 

「はは ァ、 そんな ことか」 と、 千 手 大尉。 

「天佑 は 迷信で はない。 忍耐と 努力との 極致 じ や」 

藤 戸 大尉 は、 帯剣 を 釣る 手 を 憩め て 何 か 重大 命令 を 

受けて 来たらし い 僚友に、 哲学 じみた こと を 言った。 

外へ 出る と、 大分 風が 出て いた。 

雲間から ヌッと 顔 を 出した 弦月の 光に、 高く 盛り あ 

がった 濤 頭が、 夜目に も 白々 と 映った。 

僚艦 も 稍 難航の 体で、 十 度 ほど 傾斜しながら、 艦首 



から、 ひどい 浪を 被って いた。 

かしまな だ まも 

鹿 島灘の 護り 



いよいよ 来 国大 空軍の 来襲 は、 確かにな つた。 

早ければ 今夕、 遅くとも 明日の 夕刻までに は、 敵影 

かしまな だ 

が 鹿 島灘に 現れる ことにな ろうと 云う ことで あ つ た。 

これ は 全国 一斉に、 ラジオに よって アナウンス された _ 

そうえ い き 

新聞記者 は、 命懸けの テレ ヴィジョン 送 影 機 を、 モ ー 



ジォ 店が 一軒あった。 

のぞ 

「浩 さん は、 居な さらぬ かな」 そういって、 店先 を視 

きこんだ の は、 この 小さな 町の 町長で ある 

よしだせ いざえもん 

吉田 清左衛 門だった。 

「あ、 兄 は 先刻、 平 磯 無線まで、 出掛け たんで ござい 

ますよ」 そう 云いながら 顔 を 出した の は、 ここの 店 を 

なつめ ひろし 

やって いる 夏 目浩の 妹に あたる 真 弓と いう 若い 女 だ つ 

た。 記憶の よい 読者 は、 彼女が 神 田の キヤ バレ • ィ ー 

ダルで、 そこが G • P . U の 秘密 会合 所と 知らないで 

よそお 

勤めて いると ころ を、 団員 を 装って 入り込ん でいた 

くにもと 

帆 村 探偵に 助け出され、 この 国許の 磯崎へ、 送り かえ 



「場所 は、 どこなん です の」 

たつ いそざき 

「三ケ 所、 作れと いうお 達しで ナ、 岬に 一 つ、 磯崎 神 

いそ あいよ 

社の 林の 中に 一 つ、 それから 磯 合 寄りに 一 つ、 と 都合 

三ケ 所、 作り ましたよ。 作った の はよ いが、 監視 哨に 

立つ 人が、 足りない ので、 弱って います m」 

「でも、 ジュラルミン 工場に は、 職工さん 達が 大勢い 

なさる から、 一 人 や 二人 …… 」 

「ところが、 そうはなら ぬのです テ。 ジュラルミンの 

工場 は、 なんでも 国防 用の 機械 を 全速力で 捲え てい 

まして ナ、 こっち を 手伝って 貰う こと は、 出来ない の 

です よ。 監視 哨を やっても らう ことにすると、 それ だ 



所の 方で お 手助けが 願いたい のです。 この 方に は、 貴 

きじょうぶ 

女の ような 気丈夫な 方が、 是非 必要です。 監視 哨は、 

やぐら 

高い 櫓の 上に、 昼と いわず 夜と いわず 上って、 眼と 耳 

と を、 十二分に 働かして いなければ ならぬ のです。 誰 

かいい 人 を 思 付かれたら、 どうか 教えて 下さい。 では、 

兄さんに はよ ろしく」 

そういって 町長 は、 帰って 行った。 

(誰か、 目と 耳との 鋭い 人 は 居ない もの かしら？) 

真 弓 は、 そのまま 奥の間に も 引 込まず、 店先で、 ぼ 

ん やり 考えて いた。 

すると、 遠くで、 自動車の 警笛が 聞え た。 聞く とも 



なしに 聞いて いると、 どうやら、 こっちへ 近づいて 来 

るら しい。 この辺で は、 あまり 見 懸けない 自動車ら し 

い 音色だった。 

「ほ ー ン、 ほ ー ン」 

も-つも-つ 

街道の 砂煙り を、 パッと 一時に、 濛々 と 立ち 昇らせ 

て、 果せる かな、 立派な 幌型 自動車が、 二 台 も 続いて、 

家の 前 を 通りす ぎた。 

「オヤ £:」 

彼女 は、 首 を 振った。 

「あれ は、 どうやら …… 」 

そこへ、 往来から、 七つば かりの 男の子が 艇 けこん 



じ や」 老父 は 強く 首 を 振って 云った。 「そんな わけで、 

わし は、 海軍 工廠 を やめた が、 お 国の ために 尽 そうと 

いう 気持 は、 更に 変らない のじ や。 変らない ばかり 

せんこく 

じゃあ 無い。 先刻の ように、 折角 大事の 防空 監視 哨に 

立つ 人が 無い と 聞く と、 残念で 仕方がない のじ や。 そ 

こで わし は 考えた。 何とかして 自分が お 役に立つ 方法 

はない もの かと。 わし は 眼 こそ 見えない が、 耳 は 人 一 

倍に、 よく 聞こえる。 盲目に なつてから、 特によ く 聞 

こえる ような 気持が する のじ や。 だが いくら 耳が 聞 こ 

える からといって、 盲目で はお 役に立たない。 そこで 

一 J と 

わし は、 相談 をす るの じ やが、 殊に 真 弓に 考えて 貰い 



きたよ。 お 祖父 ちゃんと 一緒に 昇れる のなら、 僕、 嬉 

しいな。 アメリカの 飛行機 なんか、 直ぐ 見付けち やう 

よ。 ねえ、 お 祖ハ； < さん」 

「おお、 そうだ、 そうだ」 

三吉の 無邪気な 笑いに、 一家 は 喜んだり、 泣いたり 

した。 

「真 弓、 もう 時間 もない こと だ。 さァ 急いでお 前 は、 

東京へ 電話 を かけ るんだ。 僕 は 町長さん のと ころへ 

行って、 お父さんと 三 ちゃんの 志願の ほど を 伝えて 来 

よう」 

「そう、 愚図愚図し てられな いわね ェ」 



二人 は、 弾条 仕掛けの ように、 立 上った 

太平洋の 大海 戦 



正確に いうと、 昭和 十 X 年 五月 二十 一日の 午前 十一 

時 五十 分 日米 両 艦隊 は、 いよいよ 真正面から 衝突した 

のであった。 地点 は、 正しく 北緯 四十 度、 東経 百 五十 

度 附近の 海上で、 青森県 を 東へ 行く こと 九 百 キロのと 

ころだった。 



ある 巨弾が、 あとから あとへ と、 ギ ッシリ 鼻面 を 並べ 

た。 

カタパルトの 上に は、 攻撃 機が、 今にも 飛び出し そ 

うな 姿勢で、 海面 を 睨んで いた。 

艦橋の 上に、 器用に 足 を 踏まえて いる 信号 兵 は、 目 

にも 止まらぬ 速さで、 手旗 を 振って いた。 

高い 檣 の 上から は、 戦隊と 戦隊との 連絡 をと るた 

めに、 秘密の 光線 電話が、 目に 見えない 光 を 送って い 

た。 

J るン 、-; -る ン 、^り、^ リ、^ リ 

航空母艦の 飛行甲板から は、 一 台 又 一 台と、 殆んど 



ほんと-つ 

と、 奔騰した。 どれ もこれ も、 一定の 間隔 を 保って、 

見事に 整列して いた。 もう 千メ ー トル ほど、 近かった 

ら、 我が 軍の 精鋭なる 巡洋艦 隊は、 可也 大きい 損傷 を 

蒙る 害であった。 

五 秒、 十 秒、 十五 秒、 煙りが、 斜 横に、 静かに ずれ 

て 行った。 

シカゴ、 ルイズ ヴ ィル、 ハウス トン、 イリノイ、 フエ 

ニックスの 砲口 は、 次の 射撃に 備える ために、 じ わじ 

ぎょうかく 

わと 仰角 を あげて 行く のが 見えた。 

き ゆ うき よ 

司令 艦 衣笠 の 司令塔から は、 全 艦へ 向って 急遽 命 

令が 伝達され た。 



「取 舵 一 杯」 

きぬがさ あおば ふるたか 

司令 艦の 衣笠から 青葉、 古鷹と いう 順序で 見る見る 

うちに、 艦首が 左へ、 ググッ と 曲って 行った。 

キリ キリ キリ 1 

それに 応じて、 六 門の 主砲が、 右舷の 方へ 旋回して 

行った。 

測距儀に 喰い 下って いる 士官 は、 忙しく 数字 を 怒 

鳴って いた。 砲術 長 は、 高声 器から、 射撃 命令 を 受け 

とる と 腕時計 を 見守りながら 電気 発火 装置の 主桿 を、 

ぐッと 握りし めた。 

(もうあと、 五 秒、 四 秒、 三 秒、 二 秒 …… ) 



もう 一秒 だッ。 

「そこ だ ッ！」 

うう— ンと 主桿を 倒した 瞬間に、 くら ッ くら ッと眩 

むような 閃光が 煌々 と、 続いて ずし ー ンと 司令塔が 真 

二つに 裂ける ような、 音と も 振動と もっかない 

だ いしょう どう 

大 衝動が 起った。 

「うう、 見事に 命中！ おお、 シカゴ は、 弾薬庫 を や 

られ て、 爆発 を 始めた ぞォ」 

「うわ 1 ッ、 万歳」 

とど 

「万歳 はま だ 早い。 止めの 一 弾 を、 早く 用意せ ぃッ」 

主砲 係り の 兵員 は、 火薬 の 煙に 吹かれた 真黒な 顔の 



中から、 キリリと 白い 歯列 を 見せて、 一 弾 又 一 弾と、 

重い 砲弾 を装塡 していった。 

敵の 最前列 を 占めて いた 巡洋艦 隊は、 次第に 列 を 乱 

して 行った。 

すき めが まや たかお あし がら 

その 隙 を 目 懸けて、 摩耶を 司令 艦と する 高 雄、 足 柄、 

はぐろ 

羽 黒な どの 一 万噸 巡洋艦 は、 ダン グン 接近して 行った。 

まと ねら 

的と 覘 うは、 レキシントン 級の、 大 航空母艦であった。 

いちは や 

しかし、 米国の 誇りと する 軽巡洋 航空母艦 隊は逸 早 

くその 企て を 知って、 ますます 空中に 数 を 増す 空軍 

の 中から、 快速 力と 爆撃 力と に 優れた 力 ー チス 〔# 

「力 ー チス」 は 底本で は 「力 ー チン 匕 の 攻撃 機隊の 六隊四 



十二 機に 命令して、 那智、 羽 黒の 艦上に 襲い かからし 

めた。 

リ ゆ-つじよ-つ 

これ を 見て取った 我が 竜 城に 属する 三 六 式 戦闘機 

うち 

隊は、 二十 四 機が 翼 を 揃えて、 見る見る 裡にカ ー チス 

機隊の 上空 を 指して 急行した。 

ラ さぐち 

敵の ボ— イング 機隊 が、 北方に 流れる 浮 雲の 中から 

現われて、 これ を 圧迫す る 態度 を 示した。 

その 隙に 大 航空 船メ— コン 号、 ラオ コン 号の 側面に 

我が 飛行艇 隊が 近づいて 行った。 メ ー コンと ラオ コン 

との 艦 腹に 開く 強力なる 機関 砲 は、 鼻 を 並べて、 殷々 

たる 砲撃 を 開始した。 



日米 両 艦隊の 戦闘 は、 いまや 順序 を 捨て、 予測 を 裏 

切り、 いずれが 進む か 退く か、 俄かに 計り 知る ことの 

出来ない 疑問符 号に 包まれた。 

胸 をふさぐ ような 煙硝の 臭い、 叫び声 を あげて 擦 

り 脱け る 砲弾、 悪魔が 大口 を 開いた ような 砲弾の 炸裂、 

甲板に 飛び散る 真紅な 鮮血と 肉 ：%、 白煙 を 長く 残して 

海中に 墜落して ゆく 飛行機、 波浪に 呑まれて 沈没して 

ゆく 艦艇から 立 昇る 真黒な 重油の 煙、 鼓膜に 錐 を 刺し 

とお さえぎ 

透す ような 砲声、 壁の ように 眼界 を 遮 る 真 黄色の 煙幕、 

—— 戦闘 は 刻々 に 狂乱の 度 を 加えて 行った。 

その 頃、 米国 艦隊の 主力 は、 十六 隻の単 横陣を 作り、 



よう や しゃてい 

最も 後方に いたが、 漸く 三 万 五千メ ー トルの 射程に 

入ろうと して、 専ら 注意力 を、 前方に 送って いた。 

旗艦 セント ルイスの 司令塔の 奥深く、 聯合 艦隊 司令 

ていとく 

長官 ブラック 提督 は、 移り ゆく 戦況 を、 主要なる 艦艇 

から 送られて いる テレ ヴィジョン によって、 注目して 

レ i/ 

「戦況 を、 五分五分に 保ち 得て いると ころ を 考える と ■ 

最後の 勝利 は、 わが アメリカに 在る ことが 明瞭 じ や」 

提督 は 静かに 幕僚 を 顧みて 云った。 

「同感 申し あげます、 我等の 閣下」 

「わが 空軍の 活躍 は、 アクロン 号、 いや、 こいつ は、 



百 キロと いう 近 さじ や。 ちょいと 手 を 伸ばせば、 日本 

の 本土に 手が 届く。 艦上 機 も、 着 艦の 心配 は 無用 じ や、 

一 と 思いに、 日本の 飛行場 を 占領して 降りれば よい」 

「です が、 閣下、 日本の 飛行場 は、 到底 我等の 飛行機 

全部 を 収容し きれんだ ろうと 考えます が …… 。 例えば 

ハネダ 飛行場に しましても …… 」 

ここまで 喋って きたと き、 けたたましい ベルが 鳴 

り 渡る と共に、 コロラドと 書いた 名札の 下に、 赤い パ 

ィ ロット. ランプが 点いて、 専属 高声 器が、 周章て ふ 

ためいた 人声 を 発した。 

I 提督 閣下。 わが コロラド は、 急速に 沈下しつつ あり 



ば か にがむし 

「莫迦な 奴 じ や」 提督 は、 いよいよ 苦虫 を嚙ん だよう 

な 顔 をした。 演習で は あるまい し、 救援が 出来る もの 

か。 それにしても 潜水艦と は、 可笑しい な、 敵の 潜水 

艦 は、 先刻から みている が 始めの 位置 を 動いた の は、 

い つ- せき はず 

一 隻も 居ない 害 じ やが …… 

提督が、 不審 顔で、 顔に 手 を 当てた 其の 瞬間だった。 

めり、 めり、 めり ッ —— 

司令塔が、 馬の 背から 振り落され でもした かの よう 

に、 ひどい 傾斜と 共に、 ガラ ガラと 器物が 転落 を 始め 

た。 

「ど、 どうした ッ」 提督 は、 思わず 椅子の 上から 突立つ 



「閣下、 本 艦 は 日本 潜水艦に、 舵 器 を 半数 破壊され ま 

した。 従って 速力が 半分に 減じます るから、 至急、 隣 

に 居ります ソル トレ ー キへ御 移り を 願います」 

「なに、 本当に 潜水艦 か！ おお、 あすこの 水面へ 浮 

あ さき 

び 上った。 呀ッ、 ィ型ー 〇 一号 すると 曩に カリ 

フォルニ ァの 沖合で、 襲来した 自由 艦隊の 生き残り 

じ やな。 あのと き 一 〇 一 号 は 射ち 止めた と 思った のに 

…：- J 

「閣下、 お 早くね がいます」 

「ー吳迦 な こと を 云え。 砲術 長 は 何 をして いるの じ や。 

あの 潜水艦 を、 何故 早く 射撃 しないの じ や。 あれが マ 



「今より 吾が 米国 聯合 艦隊 所属の 空軍 二 千 機 は、 一機 

あま 

を も 剰す ところな く 直ちに 艦上 を 離れ、 空中に 於て 強 

行 戦闘 隊形 を 整 え 日本 艦隊 及び それに 属する 空軍と 

さ ゆ-つ さ い 

を 撃破し、 以て 吾が 艦隊の 不利なる 戦績 を 救済すべし。 

なおより よく な だ 

尚 余力 あるに 於て は、 長駆 力 シマ灘 より ト ー キヨ ー 湾 

に 進撃し、 首都 ト ー キヨ ー 及び ョコ ハマの 重要 地点 を 

攻撃すべし。 ブラック 提督」 

この 一大 決心 を 含めた 命令が 各隊に 伝わる と、 飛行 

隊の 将卒 は、 非常なる 感激に 打 たれた。 六 対 十の 比率 

に 安心して いたの も 空しく、 今 自分 達が 出て 奮戦し な 

まま 

いと、 この 儘 懐し い 故郷へ 帰れない ことになる らしい 



「草津 大尉 どの。 太平洋戦争の 其 後の 模様 はどうな リ 

ました？」 

さくせん 

「偵察機 隊が 火蓋 を 切った そうだ。 海軍の 策戦が 図に 

ややつ か 

当って、 敵軍 は 稍 疲れが 見える そうだ。 しかし 勝敗 は 

まだ どこへ 行く とも 判って いない。 だが 少く とも 戸波 

- つち 

博士 を、 ここ 一二 時間の 裡に 奪還で きない 限り、 帝国 

の 勝算 は 覚束ない」 

「先生 を 悪人が 殺す ような こと は、 無え でしよう か」 

山 太 郎が又 心配した。 

このと き 前方に 注目して いた 帆 村 探偵が、 突然 叫ん 

だ。 



出て いる 鎖を搦 せ 水田の 中に 頭部 を 突入して 動かな 

くな つていた。 

うち はこぐ る ま 

a けつけ て ゆく 裡に、 牛乳 車の 函 車が 内から パク 

リと 開いて 牛乳 缶の 代りに、 四 五 人の 怪漢が、 ドッと 

飛び出して 来た。 言わず と 知れた 「狼」 の 配下の 者 

だった。 

「狼」 も 運転台から、 泥 まみれに なって 降りて 来た。 

その 手に は、 ブロ ー ニン グ 拳銃 を 握って、 こっち を 睨 

んで 立った。 

けいきかんじゅう 

こっちに は、 後藤 運転手の 手に、 軽機関銃が 握られ 

ていた。 



アメリカの 飛行機が 爆弾 を 落として、 お 家 を 焼い 

ちゃった もんだ から ネ、 どこへ 行つ ちゃった か、 判ら 

ない のッて 云って たよ。 可哀想 だね ー ェ」 

「 —— オヤ、 これ は ：：： 。 おう、 プロペラの 音が 聞 こ 

える」 

「ああ、 見える、 見える。 一つ、 二つ、 三つ •：：. 」 

まひがし 

「方角 は、 真東。 おや、 こっちの 方に も 聞こえる。 三 

せんじん いそ 

ちゃん。 船 神 磯の 方に は、 何 か 見えない かい」 

「船 神 磯の 方？ ああ、 来たよ 来たよ。 飛行船が 三つ 

—— 随分 高く 飛んで いるよ。 おじい ちゃん、 電話 を懸 

けて いい！」 



「そうじゃ、 そうじゃ。 間違う といけ ないから、 落着 

いて 掛ける の だよ」 

やぐら うえ よびりん 

櫓の 上に、 リリリ リンと、 可愛い い 呼 鈴の 音が した。 

盲目の 老人と、 幼い 子供の 協力に よって、 警報 は 発せ 

られ た。 真東から 襲い かかる は、 太平洋 戦 崩れの、 爆 

撃隊 であろう。 北の方から、 しずしずと 下って 来る の 

は、 アラスカ を 通って きた 飛行 船隊に 違いない。 

磯崎 岬の、 この 可憐なる 防空 監視 哨は、 思い 懸けない 

大手 柄を樹 てた。 少く とも 三百 万の 帝都 人 は、 直ちに、 

避難と 防毒の 手配に 着手す る ことができた。 所 沢と 

たちかわ かすみ うら おつば ま 

立 川との 飛行 聯,、 霞ケ 浦と 追 浜の 海軍 航空隊、 それ 



から 東京 愛国 防空 隊の 二十 機 は、 一 斉に 飛行場から 空 

高く 舞い 上った。 

はくじつ もと 

白日の 下の 大空 襲！ 

一 一千 機に 余る 精鋭なる 米国 空軍の 襲来！ 

キロ 

十五 万 近の 爆弾 を 抱えた 悪魔 空中 艦隊！ 

この 大空 襲の 報 を 耳に した 帝都の 住民の 顔色 は、 其 

あお ざ 

の 場に 紙の 如く 青 褪めた であろう か。 

T 否！ 

先の 空襲で、 全市に 互る 爆撃 をう けたと き は、 覚悟 

さんがい こうむ 

していた 以上の 惨害 を 蒙った ので、 一時 は 気が 変に 

なった ほどだった。 しかし、 自分の 懐かしい 家 は 無く 



せびろ たんせい ぼんさい 

なり、 美しい 背広 も、 丹精した 盆栽 も、 振り なれた ラ 

ケット もす ベ て 赤い 焼 灰に 変って しまった ことが ハツ 

キリ 頭に 入る と、 反って 不思議に も 胆力が 据 つてき た。 

こうな つたら、 非戦闘員 も、 戦闘員 も ある もの か。 

男 も 女 も 無い。 子供 も 老人 もない。 障害者 も 病人 もな 

い。 銃の 引金 を 引く 力の 残って いる 者 は、 銃 をと つて 

前線に 出ろ！ 防毒 薬の バケツ を 下げる 力の ある 者 は、 

救護班に 参加し ろ！ 

やまと だまし い 

II こうして、 第一 回の 空襲に よって 大和魂 を 取 

戻した 巿民 たち は、 眼の 寄る ところへ 玉の 比喩で、 だ 

ぎゆうた い 

ん だんと 集り、 義勇 隊を 組織して 行った。 それに は 出 



まか 

委せる ような ものであった。 万一 のこと を 思う と、 

ちょっと りつぜん 

鳥渡、 慄然と しない わけに 行かなかった。 

きかん む つ 

(旗艦 陸 奥が、 爆沈され たらば、 わが 艦隊の 士気 は、 

どんなに 喪 われる ことだろう！) 楽天家の 大尉 も、 今 

曰ば かり は、 不安に 思わずに はいられなかった。 

だが、 事 ここに 至って、 躊躇 はいけ ない。 

「戦闘 用意！」 大尉 は、 僚機の 方へ、 手 を 振って 合図 

をした。 

「戦闘 始め イツ！」 

ととの 

ェ ン ジン を 全開に して、 宙返りの 用意 を 整 えながら、 

全速力で 敵機へ 突入した。 



敵 は 早く も 機首 を 下げて、 襲撃の 形 を 示した。 

そのと き、 極めて 不思議な ことが 起った。 まだ 二 

れんそう 

聯 装の 機関銃の 引金 を 引かない のに、 向って きた 敵機 

は、 爆弾で も 叩きつ けられた かの ように、 機 翼 全体に 

拡がる 真 赤な 火 焰に裹 まれ、 木の葉の ように、 海上 目 

懸けて、 墜落して 行った。 大尉 は、 まるで 狐に つまま 

れ たような 気がした。 始めて 気がついて、 すこし 遠く 

の 空間 を 見廻 わすと、 これ はどうした というの だろう- 

た いま つぎよ うれ つ 

あちらで もこ ちらで も、 まるで 松明 行列 を 見る ように ■ 

米軍の 大小の 飛行機が、 火焰に 包まれ、 真黒な 煙 を 

もうもう 

蒙々 と 空中に 噴き出しながら、 海面へ 向けて、 落ちて 



行く のが 見えた。 

途端に II 

「ぶ わ ー ッ」 

きどう 

大尉 は 機 胴に、 恐ろしい 衝動 を 感じた。 

「やられた かッ」 

大尉 は、 それでも、 反射的に 水平 舵 を 引いた。 

「おお、 あれ はメ ー コン号 だッ」 

へいこう 

覚悟 をした 大尉の 戦闘機 は、 何の 苦 もな く 平衡 をと 

リ かえし、 何事 も 無かった。 

さいじょう まも がみ 

大尉 を 驚かせた の は、 米 艦隊の 最上 の 空に、 守り神 

たんぜん ゆうえい 

のように 端然と 游泳 を つづけて いた メ ー コン 号が、 一 



団 の火焰 となって、 焼け 墜 ちて ゆく の を 発見した こと 

だった。 

「うん、 判った ぞォ。 これ は 怪力 線に 違いない。 噂 

さに 聞いた 怪力 線の 出現。 ああ、 そうだ。 紙 洗 大尉の 

奴、 井筒 副 長から 何 か 言われて た つ けが、 あれが 『天佑』 

の 正体，. なんだ な」 

かんきょう 

真下 を 見る と、 陸 奥の 艦橋 に、 何だか 見慣れない 奇 

妙な 形の 器械が、 クル クルと 廻転して いるの が 見えた。 

そうだ。 佐 世 保 軍港で、 得 態の 知れぬ 兵器 を 搬入し 

たこと があった が、 あれに 違いない。 

ああ、 新兵 器、 怪力 線！ 



迎える に 当り、 その 尊き 犠牲と なった わが 戦士と 不 

とむら わずら 

幸な 巿民 たち を 弔い、 又 アメリカ 主義に 患わされて 

西 太平洋の 鬼と なった 米軍の 空襲 勇士 たちのた めに、 

ただいま 

前に 聞かせて 頂いた 空襲 葬送曲 を、 唯今 放送 を 以て、 

遠く 米国 本土にまで、 お返しし ようと 思う ので ござい 

ます 」 

ショパンの、 腸 を 断つ ような、 悲痛な メロ デ ー に 

充 ちた 葬送行進曲が、 ピアノの 鍵盤の 上から、 静かに 

響いて 来た。 

涙 を ソッと 押さえて JOAK の スタディ ォに 弾ず る 

の は、 奇 しい 運命の 下に 活躍した 紅 子だった。 僅か 



底本" 「海 野 十三 全集 第 ー 巻 遺言状 放送」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年^ 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「朝日」 

1932 (昭和 7) 年 5 月 $9 月 号 

入力 " 0^^^^ 

校正 .. k; ひ ziiislii 

2 00 7年ー月5日作成 

2007 年 9 月 1 日 正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



